
１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○

○ ○

開設者名 国立大学法人群馬大学

学　長 石崎　泰樹

  〒371-8511　群馬県前橋市昭和町三丁目39番15号

  電話（　027　）　220　－　7111　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、そ
の診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

  上記のほか、内分泌糖尿病内科、脳神経内科として医療を提供している。

３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

氏名

〒371-8510　群馬県前橋市荒牧町四丁目２番地

国立大学法人群馬大学

 　群馬大学医学部附属病院

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科

群馬大学医学部附属病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50
号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和5年度の業務に関して報告します。

住所

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環器
疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ
科

10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

群 大 医 総 ２ 第 ５ ４ 号

令 和 ６ 年 10 月 4 日

開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入する
こと。

（注）

厚　生　労　働　大　臣　　殿

（様式第10）



（2）外科

○ ○

○ ○

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

（注）

（４）歯科

○

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

３歯科口腔外科

2消化器外科 ３乳腺外科

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

0 680 731

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養 一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載
すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支
えないこと）。

（単位：床）40 2 9

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科
12放射線
科

診療実績

  上記のほか、乳腺・内分泌外科として医療を提供している。

３整形外科
４脳神経外
科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

臨床検査科

（注）

（注）

リハビリテーション科 病理診断科 形成外科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名として
「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科

１精神科 2小児科



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

285 362 509 33 0

9 29 26.9 18 71

48 0 48 6 0

0 0 0 11 0

33 0 33 0 0

795 42 825.7 19 7

0 1 0.2 0 10

2 0 2 2 300

10 0 10 55 5

７　専門の医師数

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 3 年 4 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

607.6

1,839.5

269

162.1375

6.025

21

366必要（准）看護師数

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

593.9

1,759

13.7

80.5

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員数
の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　齋藤　繁　　　） 任命年月日

     医療業務安全管理委員会委員長（令和3年4月から現在）

歯科等以外 歯科等 合計

（注）

救急科専門医産婦人科専門医 22

合計

13

9

16

11

17

23

6

251

耳鼻咽喉科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

53

27

8

23

7

16

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の
員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞれ
の員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

看護師 医療社会事業従事者臨床工学士

視能訓練士

義肢装具士助産師

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

（注）



10　施設の構造設備

17 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

619 ㎡ （主な設備）

78 ㎡ （主な設備）

116 ㎡ （主な設備）

208 ㎡ （主な設備）

12,750 ㎡ （主な設備）

1,365 ㎡ 室数 室 人

2,413 ㎡ 室数 室
冊
程
度

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

病床数 10404

-

算出
根拠

自動標本染色装置，ミクロトーム他

解剖台　他

パソコン，実験台，遠心分離機，書籍棚他

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 97.2 逆紹介率 120.09

3

15,857

23,362

3,061

19,453

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

鉄筋コンクリート造

床面積

鉄骨造

鉄骨鉄筋コンクリート造

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

62

臨床化学・免疫自動検査システム，血液検査システム

細菌同定感受性総合検査システム

床面積

共用する室名

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

2

収容定員

蔵書数

522

129,996図書室

（注）

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
1,276 鉄骨鉄筋コンク

リート造
人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記入
すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入する
こと。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条の
二の算定式に基づき算出すること。

（注）

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

（注）



12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

無

無

無

○ 無

無

無

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

相馬　孝博
国立大学法人千葉大学
医学部附属病院医療安

全管理部　部長

 医師及び医療安全管部門
の長として医療安全の分野
で高い見識を有する立場か
ら意見を述べることができる
者

1

神谷　惠子
神谷法律事務所

弁護士

弁護士活動を通じた医療安
全等の分野で高い識見を有
し、また本院の医療事故調
査委員会の外部委員の経
験から意見を述べることが
できる者

1

川原　武男
社会福祉法人

群馬県社会福祉協議会
会長

県域の健康福祉行政に豊
富な経験を有する立場及び
医療を受ける立場から意見
を述べることができる者

2

児玉　安司
新星総合法律事務所

弁護士／医師

 医師、弁護士として医療安
全、医療事故等の分野で高
い識見を有する立場から意
見を述べることができる者

1

利害
関係

委員の要件
該当状況

天野　慎介

全国がん患者団体連合
会　理事長

一般社団法人グループ・
ネクサス・ジャパン

理事長

患者団体の代表として多く
の経験及び医療の在り方に
対しての高い識見を有し、
主に医療を受ける者の立場
から意見を述べることができ
る者

2

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

大学ホームページに掲載
https://www.gunma-u.ac.jp/outline/out008/g25693

有

有

中屋　光雄 群馬県医師会　監事

県域の医療・社会福祉に豊
富な経験と知見を有し、医
学教育に対しても高い識見
を有する立場から意見を述
べることができる者

1

「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

（注）



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

36人

58人

3人

0人

10人

5

107人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

細胞診検体を用いた遺伝子検査

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

重粒子線治療

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）

細菌又は真菌に起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）

子宮内細菌叢検査２（フローラ検査）

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

0人

2

0人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

重粒子線治療　非小細胞肺がん(ステージがⅠ期であって、肺の末梢に位置するものであり、かつ肺切除術
が困難なものに限る。)

S-1内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 マイトラクリップ 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 マーシャル静脈アブレーション 取扱患者数 13

当該医療技術の概要

医療技術名 左心耳閉鎖術 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 心外膜アブレーション 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 侵襲的心肺運動負荷試験 取扱患者数 18

当該医療技術の概要

医療技術名 インペラ（補助循環用ポンプカテーテル） 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 アテローム切除アブレーション式血管形成術 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 難治性喘息・難治性好酸球性疾患に対する生物学的製剤による治療 取扱患者数 41

当該医療技術の概要

医療技術名 早期十二指腸悪性腫瘍粘膜下層剥離術 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 経皮経肝門脈形成術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 CSII（インスリンポンプ療法）／SAP（Sensor Augmented Pump）療法 取扱患者数 26

当該医療技術の概要

僧帽弁閉鎖不全症に対する経カテーテル的修復術

原因不明の労作時呼吸困難患者あるいは肺高血圧患者に対して、運動中の血行動態把握のための右心カテーテル検査

難治性心室頻拍に対して経皮的に心外膜からアプローチして心筋焼灼する技術

出血リスクの高い心房細動患者に対する経カテーテル的な左心耳閉鎖デバイスの留置術

難治性心房細動に対して、マーシャル静脈にエタノールを注入することで心房細動を治療する化学的アブレーション

門脈狭窄・閉塞に対して門脈ステント・バルーンカテーテルを使用して経皮経肝的門脈形成術を行う。

リアルタイムCGMを併用し、携帯型インスリンポンプを可変的かつ持続的に皮下にインスリン注入する治療法

超小型ポンプを内蔵したカテーテルを左室内にいれて血液を吸入し、大動脈内から駆出する補助循環技術

高度石灰化した冠動脈病変を衝撃波を血管内から照射して石灰化を破砕するカテーテル治療

高度の医療の提供の実績

全身性ステロイド治療を要する、または頻回な増悪をきたす難治性喘息および難治性好酸球性疾患である好酸球性多発血
管炎性肉芽腫症に対して、生物学的製剤による治療を行うことで病状を安定化させる。

十二指腸腫瘍に対して内視鏡治療として全身麻酔下で内視鏡的粘膜下層剥離術を行う。

（様式第2）



医療技術名 核酸医薬を用いた脊髄性筋萎縮症に対する新規治療 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 難治性神経疾患ならびに遺伝性疾患に対する遺伝子検査ならびに遺伝カウンセリング 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

医療技術名 大動脈ステントグラフト治療 取扱患者数 95

当該医療技術の概要

医療技術名 弁形成術 取扱患者数 19

当該医療技術の概要

医療技術名 オフポンプ冠動脈バイパス 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下膵体尾部切除術 取扱患者数 18

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下肝切除術（亜区域切除以上） 取扱患者数 78

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下スリーブ状胃切除術 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下およびロボット支援下括約筋間直腸切除術 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（広汎切除） 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下リンパ節群郭清術	 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体癌） 取扱患者数 18

当該医療技術の概要

子宮体癌から傍大動脈リンパ節群に転移したものに対して行う。

早期子宮頸癌に対して、腹腔鏡下に広汎子宮全摘術を行う。

SMN(survival motor neuron)2遺伝子のmRNA前駆体のimtron7に相補的に結合し、本来欠失するexon7を含む完全長の
SMN蛋白を作らせるアンチセンス核酸医薬を髄注することで症状の改善を図る新規治療。

希少疾患に対する豊富な知識と遺伝学的カウンセリングがともに行える環境が必要である。

高度肥満症に対して、胃の縮小術を行うことで減量効果に加えて肥満に関連した合併症治療により生命予後を改善するこ
とを目的に実施している。

肛門を閉鎖する筋肉のうち内肛門括約筋のみを切除し外肛門括約筋は残して自然肛門を温存する手術を患者さんのご希
望と根治性を加味して、腹腔鏡下およびロボット支援下で行う。

胸部・腹部大動脈瘤に対して開胸・開腹を加えずに血管内で治療が可能。

弁膜症に対して人工弁を使わずに形成のみで治療を行う。（ワーファリンなどの投薬が不要となる。）

膵臓の腫瘍に対して、腹腔鏡手術の適応を見極め、開腹ではなく腹腔鏡を用いて低侵襲な手術を行う。

肝臓の腫瘍に対して、腹腔鏡手術の適応を見極め、亜区域切除以上の拡大術式に関して、腹腔鏡を用いた肝切除を行う。

狭心症に対する治療で人工心肺を使用せず、拍動下で行う治療。

早期子宮体癌に対して、腹腔鏡下にリンパ節生検もしくは郭清術を含む子宮悪性腫瘍手術を行う。



医療技術名 再建を伴う口腔癌手術 取扱患者数 50

当該医療技術の概要

医療技術名 覚醒下開頭脳腫瘍摘出術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

言語野に浸潤する神経膠腫に対して、開頭後に疼痛管理を行いながら覚醒させ言語野の同定を行う。

言語機能を温存しながら最大限の摘出が可能となる。麻酔科、リハビリテーション科との共同が必要となる。

医療技術名 内視鏡下拡大蝶形骨洞手術 取扱患者数 13

当該医療技術の概要

医療技術名 Flow diverter stent留置術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 もやもや病に対する血行再建術 取扱患者数 13

当該医療技術の概要

難病であるもやもや病に対する脳血流維持などを目的とした血行再建術。微細血管への吻合を行うなど難易度が高い。

医療技術名 小児における急性血液浄化療法（体外循環を用いる） 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 小児慢性腎不全に対する腹膜透析療法・管理 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 乳幼児における開放性腎生検 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 長時間脳波検査 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

医療技術名 終夜睡眠ポリグラフ検査 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

医療技術名 難治性疾患ならびに遺伝性疾患に対する遺伝子検査ならびに遺伝カウンセリング 取扱患者数 15

当該医療技術の概要

医療技術名小児に対するCSII（インスリンポンプ療法）／SAP（Sensor Augmented Pump）療法 取扱患者数 40

当該医療技術の概要

てんかんにおける焦点特定や発作型の判定、てんかん外科の適応の判断において重要とされている。数時間～数日間の
記録を必要とし、小児においては測定・記録できる施設が限られているうえに、記録・判読にも高度な技術を要する。

睡眠障害や夜間の呼吸障害の鑑別に有用である。測定機器を有する施設が限られており、特に小児においては計測の技
術や検査結果の判読に熟練を要する。

希少疾患に対する豊富な知識と遺伝学的カウンセリングがともに行える環境が必要である。

小児糖尿病患者に対する電動式携帯ポンプにより可変式かつ持続的に皮下にインスリン注入する治療法。

頭蓋咽頭腫などの鞍上部腫瘍に対して内視鏡下に経鼻的に頭蓋内へ到達する術式。閉創技術の難易度が高い。

未破裂大型脳動脈瘤に対して行う。動脈瘤頚部を形成するステントを留置することで瘤内の血流を減じて母血管の内皮形
成を促す。術者が限定されている。

小児の急性腎障害、多臓器不全などに対して、体外限外濾過、血液濾過、血液濾過透析、血液透析を行う。体格の小さい
小児に対するブラッドアクセスとその管理や鎮静を含む全身管理には集学的な高度医療を要する。

小児における保存期および末期腎不全の全身管理は成人と異なり、成長を念頭に置いた補充療法や、慢性腎不全に対す
る腹膜透析療法は透析処方およびカテーテル管理に高度の技術と専門性を要する。

乳幼児における腎生検は腎サイズが小さいこと、局所麻酔では安全な安静が確保できないことから、全身麻酔管理下に泌
尿器科医による開放性腎生検を要し、集学的な高度医療である。

遊離皮弁、有茎皮弁を用いた再建を伴う口腔癌手術



医療技術名 小児の難治性内分泌腫瘍の薬物治療 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 小児の家族性高コレステロール血症ホモ接合体に対する抗PCSK9モノクローナル抗体製剤治療 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 難治性アレルギー性疾患に対する生物学的製剤による治療 取扱患者数 18

当該医療技術の概要

医療技術名 免疫異常症に対する生物学的製剤による治療 取扱患者数 43

当該医療技術の概要

医療技術名 ムコ多糖症II型の中枢神経症状に対する酵素製剤の脳室内投与治療 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 ジアゾキサイド不応性先天性高インスリン血症に対するオクトレオチド持続皮下注射療法 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 小児に対する消化器内視鏡検査 取扱患者数 150

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 42

取扱い患者数の合計（人） 764

小児では鎮静下に検査を行う必要がある他腹壁が薄いこと、成人と異なる病態により所見が異なることなどから専門的な知
識と経験を要する。

家族性高コレステロール血症ホモ接合体小児例に対し、抗PCSK9モノクローナル抗体を投与することで、LDL吸着療法を回
避する。

小児期発症難治性アレルギー性疾患は免疫異常を有する頻度が高く、アレルギー反応等も重篤であり、専門的な知識と対
応を要する。

小児の免疫異常症は若年性特発性関節炎、ぶどう膜炎、自己炎症性疾患・炎症性腸疾患など希少な疾患が多岐にわたる
ため、豊富な知識と経験を必要とする。

ムコ多糖症II型患者に対し、酵素製剤Idursulfase-βの脳室内投与を行うことにより、中枢神経症状を回避する

ジアゾキサイド不応性高インスリン血症患者に対して、ポータブルインスリン用輸液ポンプを用いたオクトレオチド持続皮下
注射を行い、低血糖症状を改善させる。

手術不能例や再発例の下垂体性巨人症、クッシング症候群などの小児の難治性内分泌腫瘍に対し専門的な薬物療法を施
行し、症状の改善を得る。

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 11 65 下垂体前葉機能低下症 317
2 筋萎縮性側索硬化症 24 66 甲状腺ホルモン不応症 2
3 脊髄性筋萎縮症 2 67 アジソン病 5
4 原発性側索硬化症 1 68 サルコイドーシス 226
5 進行性核上性麻痺 3 69 特発性間質性肺炎 123
6 パーキンソン病 140 70 肺動脈性肺高血圧症 246
7 大脳皮質基底核変性症 2 71 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 16
8 シャルコー・マリー・トゥース病 6 72 リンパ脈管筋腫症 12
9 重症筋無力症 125 73 網膜色素変性症 5
10 多発性硬化症／視神経脊髄炎 107 74 特発性門脈圧亢進症 1

11
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性

運動ニューロパチー
19 75 原発性胆汁性胆管炎

旧病名（原発性胆汁性肝硬変）
140

12 封入体筋炎 6 76 原発性硬化性胆管炎 6
13 クロウ・深瀬症候群 1 77 自己免疫性肝炎 33
14 多系統萎縮症 12 78 クローン病 348
15 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 58 79 潰瘍性大腸炎 264
16 ライソゾーム病 1 80 好酸球性消化管疾患 17
17 ミトコンドリア病 23 81 慢性特発性偽性腸閉塞症 2
18 もやもや病 30 82 クリオピリン関連周期熱症候群 2

19 進行性多巣性白質脳症 1 83 若年性特発性関節炎
旧病名（全身型若年性特発性関節炎）

2

20 特発性基底核石灰化症 1 84 筋ジストロフィー 7
21 全身性アミロイドーシス 27 85 脊髄空洞症 8
22 遠位型ミオパチー 1 86 脊髄髄膜瘤 1
23 自己貪食空胞性ミオパチー 1 87 アイザックス症候群 2
24 神経線維腫症 14 88 脳表ヘモジデリン沈着症 2
25 天疱瘡 37 89 アレキサンダー病 1
26 表皮水疱症 2 90 レノックス・ガストー症候群 1
27 膿疱性乾癬（汎発型） 2 91 結節性硬化症 14
28 スティーヴンス・ジョンソン症候群 1 92 先天性魚鱗癬 1
29 中毒性表皮壊死症 1 93 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 3
30 高安動脈炎 9 94 特発性後天性全身性無汗症 8
31 巨細胞性動脈炎 3 95 眼皮膚白皮症 1
32 結節性多発動脈炎 79 96 マルファン症候群 3
33 顕微鏡的多発血管炎 67 97 エーラス・ダンロス症候群 2
34 多発血管炎性肉芽腫症 58 98 無脾症候群 2
35 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 37 99 ウェルナー症候群 4
36 悪性関節リウマチ 11 100 プラダー・ウィリ症候群 3
37 バージャー病 51 101 ヌーナン症候群 1
38 原発性抗リン脂質抗体症候群 1 102 単心室症 3
39 全身性エリテマトーデス 609 103 三尖弁閉鎖症 1
40 皮膚筋炎／多発性筋炎 270 104 ファロー四徴症 1
41 全身性強皮症 472 105 急速進行性糸球体腎炎 46
42 混合性結合組織病 77 106 抗糸球体基底膜腎炎 1
43 シェーグレン症候群 490 107 間質性膀胱炎（ハンナ型） 1
44 成人スチル病 25 108 オスラー病 4
45 再発性多発軟骨炎 11 109 肺胞低換気症候群 3
46 ベーチェット病 107 110 α1－アンチトリプシン欠乏症 2
47 特発性拡張型心筋症 30 111 副甲状腺機能低下症 8
48 肥大型心筋症 21 112 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 4
49 再生不良性貧血 45 113 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 1
50 自己免疫性溶血性貧血 17 114 フェニルケトン尿症 1
51 発作性夜間ヘモグロビン尿症 6 115 尿素サイクル異常症 1
52 特発性血小板減少性紫斑病 54 116 家族性地中海熱 5

53 血栓性血小板減少性紫斑病 2 117
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
6

54 原発性免疫不全症候群 27 118 強直性脊椎炎 18
55 IgＡ 腎症 50 119 骨形成不全症 1
56 多発性嚢胞腎 5 120 後天性赤芽球癆 2
57 黄色靱帯骨化症 11 121 遺伝性膵炎 1
58 後縦靱帯骨化症 34 122 ＩｇＧ４関連疾患 25
59 下垂体性ADH分泌異常症 72 123 黄斑ジストロフィー 3
60 下垂体性TSH分泌亢進症 11 124 若年発症型両側性感音難聴 1
61 下垂体性PRL分泌亢進症 42 125 好酸球性副鼻腔炎 53
62 クッシング病 18 126 遺伝性自己炎症疾患 2
63 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 27 127 特発性多中心性キャッスルマン病 5
64 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 42

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 127
合計患者数（人） 5,580

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料 　・後発医薬品使用体制加算３

　・歯科外来診療環境体制加算２ 　・病棟薬剤業務実施加算１

　・特定機能病院入院基本料 　・病棟薬剤業務実施加算２

　・救急医療管理加算 　・データ提出加算２

　・超急性期脳卒中加算 　・入退院支援加算１

　・診療録管理体制加算１ 　・認知症ケア加算２

　・医師事務作業補助体制加算２ 　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・急性期看護補助体制加算 　・精神疾患診療体制加算

　・看護職員夜間配置加算 　・地域医療体制確保加算

　・看護補助加算 　・地域歯科診療支援病院入院加算

　・療養環境加算 　・特定集中治療室管理料２

　・重症者等療養環境特別加算 　・脳卒中ケアユニット入院医療管理料

　・無菌治療室管理加算１ 　・新生児特定集中治療室管理料２

　・放射線治療病室管理加算 　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・緩和ケア診療加算 　・一類感染症患者入院医療管理料

　・精神科身体合併症管理加算 　・小児入院医療管理料２

　・摂食障害入院医療管理加算 　・

　・栄養サポートチーム加算 　・

　・医療安全対策加算１ 　・

　・感染対策向上加算１ 　・

　・報告書管理体制加算 　・

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算 　・

　・ハイリスク妊娠管理加算 　・

　・ハイリスク分娩管理加算 　・

　・呼吸ケアチーム加算 　・

　・術後疼痛管理チーム加算 　・

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ウイルス疾患指導料 　・連携充実加算（外来腫瘍化学療法診療料）

　・外来栄養食事指導料の注３に規定する施設基準 　・ニコチン依存症管理料

　・心臓ペースメーカー指導管理料の注５に規定する遠隔モ
ニタリング加算

　・がん治療連携計画策定料

　・糖尿病合併症管理料 　・ハイリスク妊産婦連携指導料１

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・ハイリスク妊産婦連携指導料２

　・がん患者指導管理料イ 　・肝炎インターフェロン治療計画料

　・がん患者指導管理料ロ 　・こころの連携指導料（Ⅱ）

　・がん患者指導管理料ハ 　・薬剤管理指導料

　・がん患者指導管理料ニ 　・医療機器安全管理料１

　・外来緩和ケア管理料 　・医療機器安全管理料２

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後） 　・医療機器安全管理料 （歯科）

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） 　・歯科治療時医療管理料

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

　・小児運動器疾患指導管理料
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース
測定

　・乳腺炎重症化予防ケア・指導料１
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな
い持続血糖測定器を用いる場合）

　・乳腺炎重症化予防ケア・指導料２ 　・遺伝学的検査の注１に規定する施設基準

　・婦人科特定疾患治療管理料 　・染色体検査の注２に規定する施設基準

　・腎代替療法指導管理料 　・骨髄微小残存病変量測定

　・一般不妊治療管理料 　・BRCA1/2遺伝子検査

　・生殖補助医療管理料１ 　・がんゲノムプロファイリング検査

　・二次性骨折予防継続管理料１ 　・先天性代謝異常症検査

　・二次性骨折予防継続管理料３
　・抗HLA抗体（スクリーニング検査）及び抗HLA抗体（抗体
特異性同定検査）

　・下肢創傷処置管理料 　・HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

　・慢性腎臓病透析予防指導管理料
　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（SARS－CoV－２核
酸検出を含まないもの）

　・外来放射線照射診療料 　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（髄液）

　・外来腫瘍化学療法診療料１ 　・検体検査管理加算（Ⅰ）

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・検体検査管理加算（Ⅳ） 　・CT撮影及びMRI撮影

　・国際標準検査管理加算 　・冠動脈CT撮影加算

　・遺伝カウンセリング加算 　・血流予備量比コンピューター断層撮影

　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算 　・心臓MRI撮影加算

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・乳房MRI撮影加算

　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 　・小児鎮静下MRI撮影加算

　・ヘッドアップティルト試験 　・頭部MRI撮影加算

　・人工膵臓検査 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・長期継続頭蓋内脳波検査 　・外来化学療法加算１

　・光トポグラフィー 　・無菌製剤処理料

　・神経学的検査 　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

　・補聴器適合検査 　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

　・黄斑局所網膜電図 　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・全視野精密網膜電図 　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・ロービジョン検査判断料 　・がん患者リハビリテーション料

　・コンタクトレンズ検査料１ 　・リンパ浮腫複合的治療料

　・小児食物アレルギー負荷検査 　・児童思春期精神科専門管理加算（通院・在宅精神療法）

　・内服・点滴誘発試験 　・療養生活継続支援加算（通院・在宅精神療法）

　・センチネルリンパ節生検（片側） 　・認知療法・認知行動療法１

　・精密触覚機能検査 　・精神科作業療法

　・画像診断管理加算１
　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・画像診断管理加算４ 　・医療保護入院等診療料

　・ポジトロン断層撮影（アミロイドPETイメージング剤を用いた
場合を除く。）

　・人工腎臓

　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイド
PETイメージング剤を用いた場合を除く。）

　・導入期加算3及び腎代替療法実績加算

　・ポジトロン断層撮影（アミロイドPETイメージング剤を用いた
場合に限る。）

　・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイド
PETイメージング剤を用いた場合に限る。）

　・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法



施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ストーマ合併症加算
　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

　・人工膵臓療法 　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

　・手術用顕微鏡加算
　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎
骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

　・口腔粘膜処置 　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

　・歯科技工士連携加算１及び光学印象歯科技工士連携加
算

　・乳腺悪性腫瘍手術（乳がんセンチネルリンパ節加算１及
びセンチネルリンパ節生検（併用）（乳がんセンチネルリンパ
節加算１））

　・有床義歯修理及び有床義歯内面適合法の歯科技工加算
　・乳腺悪性腫瘍手術（乳がんセンチネルリンパ節加算１及
びセンチネルリンパ節生検（併用）（センチネルリンパ節生検
（併用））

　・皮膚悪性腫瘍切除術（センチネルリンパ節加算を算定す
る場合に限る。）

　・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴
わないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うも
の））

　・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・椎間板内酵素注入療法
　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術及び胸腔鏡下良性縦隔腫瘍
手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・腫瘍脊椎骨全摘術
　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除及び肺葉切除又は
１肺葉を超えるもので、内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・緊急穿頭血腫除去術 　・肺悪性腫瘍及び胸腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法

　・内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術 　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

　・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術
　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 　・内視鏡下筋層切開術

　・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの）

　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内
視鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術
（内視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術
（便失禁に対して実施する場合）

　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

　・角結膜悪性腫瘍切除手術 　・胸腔鏡下弁形成術及び胸腔鏡下弁置換術

　・角膜移植術（内皮移植加算） 　・経皮的僧帽弁クリップ術

　・羊膜移植術
　・不整脈手術（左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの）に限
る。）

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレート
のあるもの））

　・不整脈手術（左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるも
の）に限る。）

　・緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び（水晶体再建術
併用眼内ドレーン挿入術））

　・経皮的中隔心筋焼灼術

　・緑内障手術（濾過胞再建術（needle法）） 　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

　・網膜再建術
　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リード
レスペースメーカー）

　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術
　・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び
両心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

　・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工中耳植込
術、人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込
型骨導補聴器交換術

　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は
皮下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術
（その他のもの）及び経静脈電極抜去術

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経
鼻内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴
うものに限る。）

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈
電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器
交換術（経静脈電極の場合）



施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・大動脈バルーンパンピング法（IABP法）
　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの） 　・同種死体腎移植術

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈） 　・生体腎移植術

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方） 　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・内視鏡的逆流防止粘膜切除術
　・膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、埋没陰茎手術
及び陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

　・腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内
視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・精巣内精子採取術

　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支
援機器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性
腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器
を用いるもの）

　・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内
視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・腹腔鏡下仙骨腟固定手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）
　・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの） 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡
手術用支援機器を用いる場合）

　・腹腔鏡下肝切除術 　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

　・腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・体外式膜型人工肺管理料

　・生体部分肝移植術
　・胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設
術を含む。）（医科点数表第２章第10部手術の通則の16に規
定する手術）

　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術 　・遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術
　・遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍
摘出術

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合）

　・輸血管理料Ⅰ

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 　・輸血適正使用加算

　・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合）

　・貯血式自己血輸血管理体制加算

　・内視鏡的小腸ポリープ切除術 　・コーディネート体制充実加算

　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・腹腔鏡下副腎摘出手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）及び腹腔鏡下副腎髄質腫瘍摘出手術（褐色細胞腫）
（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

　・歯周組織再生誘導手術

　・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの） 　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

　・歯根端切除手術の注３

　・腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・口腔粘膜血管腫凝固術



施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・レーザー機器加算 　・

　・麻酔管理料（Ⅰ） 　・

　・麻酔管理料（Ⅱ） 　・

　・周術期薬剤管理加算 　・

　・放射線治療専任加算 　・

　・外来放射線治療加算 　・

　・高エネルギー放射線治療 　・

　・一回線量増加加算 　・

　・強度変調放射線治療（IMRT） 　・

　・画像誘導放射線治療加算（IGRT） 　・

　・体外照射呼吸性移動対策加算 　・

　・定位放射線治療 　・

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算 　・

　・粒子線治療 　・

　・粒子線治療適応判定加算 　・

　・粒子線治療医学管理加算 　・

　・画像誘導密封小線源治療加算 　・

　・保険医療機関間の連携による病理診断 　・

　・病理診断管理加算２ 　・

　・悪性腫瘍病理組織標本加算 　・

　・口腔病理診断管理加算２ 　・

　・クラウン・ブリッジ維持管理料 　・

　・看護職員処遇改善評価料64 　・

　・外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） 　・

　・歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） 　・

　・入院ベースアップ評価料74 　・



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

施　設　基　準　等　の　種　類

　・重粒子線治療　肝細胞がん(初発のものであって、肝
切除術、肝移植術、エタノールの局所注入、マイクロ波
凝固法又はラジオ波焼灼療法による治療が困難であり、
かつChild-Pugh分類による点数が七点未満のものに限
る。)
　・ゲムシタビン静脈内投与及び重粒子線治療の併用療
法　膵臓がん（遠隔転移しておらず、かつ、ＴＮＭ分類が
Ｔ４のものに限る。）
　・重粒子線治療　直腸がん（術後に再発したものであっ
て、骨盤内に限局するものに限る。）
　・重粒子線治療　非小細胞肺がん(ステージがⅠ期で
あって、肺の末梢に位置するものであり、かつ肺切除術
が困難なものに限る。)

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

8　病理・臨床検査部門の概要

剖検症例数（例） 15

剖検率（％） 5.2

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

(注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

高度の医療の提供の実績

　・

　・

　・

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

　・

　・

　・

　・

　・

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

剖　検　の　状　況

8

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算
定方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医
療技術について記入すること。

施　設　基　準　等　の　種　類

　・

　・

　・

　・

　・

　・
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1  研究費補助等の実績
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手術侵襲による術後認知機能障
害の分子生物学的解明とその治
療法の探求

門井　雄司 手術部 1,820,000 日本学術振興会

肥満細胞を用いた周術期アナ
フィラキシーの診断と発症メカニ
ズムの解明

堀内　辰男 麻酔神経科学分野 2,080,000 日本学術振興会

がん疼痛による脳の形態的・機能
的変化の解析：慢性化する痛み
と治療効果の検証

山田　真紀子 腫瘍センター 1,950,000 日本学術振興会

T細胞を中心とした制御性免疫シ
ステムが及ぼす大動脈弁石灰化
進行・制御の解明

立石　渉 循環器外科 1,820,000 日本学術振興会

小細胞肺癌に対するDNA損傷応
答とFOXM1を標的とした新規治
療法の開発

大瀧　容一 呼吸器外科 1,560,000 日本学術振興会

肝癌におけるサルコペニアの影
響と免疫治療耐性機序による新
規治療ターゲットの創出

新木　健一郎 肝胆膵外科 1,820,000 日本学術振興会

食道癌個別化治療の実現を目指
した免疫チェックポイント阻害薬
効果予測モデルの確立

宗田　真 消化管外科学分野 1,820,000 日本学術振興会

多発性内分泌腫瘍症１型の腫瘍
発症におけるMEN1遺伝子病的
バリアントの役割

小澤　厚志 看護学 1,820,000 日本学術振興会

動脈硬化症の新たな指標：リポタ
ンパクリパーゼの臨床的意義の
確立

木村　孝穂 臨床検査医学分野 1,820,000 日本学術振興会

喘息の発症・重症化に悪影響を
与える環境因子に対する研究
－病態解明と予防－

久田　剛志
リハビリテーション学

（理学療法学）
1,820,000 日本学術振興会

シングルセルゲノミクスによる視床
下部・下垂体―甲状腺系の分泌
機構と病態の解明

堀口　和彦 内分泌糖尿病内科 1,690,000 日本学術振興会

AIによる重粒子線治療後QOL予
測を利用した意思決定支援シス
テムの構築

河村　英将 医学部門 2,600,000 日本学術振興会

KRAS変異陽性肺癌の進展に関
わる分子機構の解明と新規治療
法の開発

砂長　則明
呼吸器・アレルギー内

科
2,600,000 日本学術振興会

精神疾患の「内発症状」の脳機
構についてのリアルワールド脳画
像研究

福田　正人 神経精神医学分野 2,860,000 日本学術振興会

皮膚、肺、腸管に対する炭素イオ
ン線FLASH効果のLET依存性に
関する検討

大野　達也 腫瘍放射線学分野 1,430,000 日本学術振興会

Astroblastomaにおける分子遺伝
学的多様性と臨床病理学的特徴
の関連を解明する

信澤　純人 病態病理学分野 1,690,000 日本学術振興会

糖尿病と神経変性疾患の相互増
悪に対する治療法開発 土岐　明子 生体情報検査科学 1,430,000 日本学術振興会

Galectin 3阻害剤創薬による難治
疾患の病態解明と治療応用を目
指した研究

調　憲 肝胆膵外科学分野 4,550,000 日本学術振興会

前頭前野が内因性鎮痛に果たす
役割-下行性抑制の最上位中枢
なのか？-

須藤　貴史 麻酔神経科学分野 7,280,000 日本学術振興会

HPV関連癌の免疫病態解明と
HPV特異的免疫療法の開発 近松　一朗

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学分野

2,600,000 日本学術振興会

脂質異常症の病態における毛細
血管内皮細胞アンカー蛋白
GPIHBP1の役割の解明

村上　正巳 検査部 5,330,000 日本学術振興会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

新規自己抗体標的抗原に着目し
た自己免疫関連生殖機能障害の
病態解明と早期診断法確立

岩瀬　明 産科婦人科学分野 2,990,000 日本学術振興会

（様式第3）
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自己重合化能を有する高分子化
合物を用いた腫瘍特異的な超音
波造影剤の開発

対馬　義人
放射線診断核医学分

野
1,300,000 日本学術振興会

膵癌に対する重粒子線治療の時
間的・空間的最適化に関する研
究

岡本　雅彦 腫瘍放射線学分野 1,040,000 日本学術振興会

従来型動員法より見た次世代型
末梢血幹細胞動員法の総合的
理解

横濱　章彦 輸血部 1,300,000 日本学術振興会

摂食障害患者における「不確実
性への不耐性」の脳基盤の解明 須田　真史 精神科神経科 1,430,000 日本学術振興会

死後MRIを加えた心臓の包括的
検索と遺伝子解析による心臓突
然死の死因究明システム

徳江　浩之 放射線部 1,040,000 日本学術振興会

多発性骨髄腫における
「microRNA-DNA修復機構」の薬
剤耐性のメカニズム

齋藤　貴之 生体情報検査科学 1,170,000 日本学術振興会

死後冠動脈造影CT検査による心
筋虚血部位の自動画像解析-冠
動脈疾患診断法の新規開発-

福田　治紀 法医学分野 1,430,000 日本学術振興会

VR技術を用いた半側空間無視
のリハビリテーション手法の開発 和田　直樹

リハビリテーション医
学分野

650,000 日本学術振興会

高体温がエネルギー代謝に与え
る影響：熱中症に対する安全な
栄養療法を探る

大澤　好充 小児科 2,080,000 日本学術振興会

アミノ酸トランスポーターに注目し
た難治性大腸癌に対する革新的
治療戦略の確立

柴崎　雄太 消化管外科 1,300,000 日本学術振興会

口腔癌と内臓脂肪型肥満の間に
生じる組織学的分化度依存的な
ネットワークの解明

喜名　美香
歯科口腔・顎顔面外

科
1,820,000 日本学術振興会

運転免許取得が困難な方を対象
とした特別な自動車教習コース
受講者の追跡調査

伊部　洋子 リハビリテーション部 1,040,000 日本学術振興会

脊髄損傷モデルマウスを用いたヒ
ドロコルチゾン２１－ヘミコハク酸
の治療効果の検証

三枝　徳栄 整形外科学分野 1,300,000 日本学術振興会

頭頸部癌における循環癌細胞な
らびに循環癌関連線維芽細胞の
臨床意義の解析

井田　翔太 耳鼻咽喉科 1,170,000 日本学術振興会

セルフリーDNAを用いたKRAS
codon12変異解析による革新的
膵癌治療戦略

五十嵐　隆通 肝胆膵外科学分野 2,600,000 日本学術振興会

DNA傷害応答に着目した髄芽腫
の層別化と新規治療法開発 中田　聡 脳神経外科 2,340,000 日本学術振興会

子宮頸部腺癌臨床検体における
重粒子線治療後の免疫チェック
ポイント分子の発現と機構

熊澤　琢也 医学部門 130,000 日本学術振興会

胃癌間質におけるTGFBIを標的
とした新規癌治療戦略の開発 中澤　信博

地域医療研究・教育
センター

2,340,000 日本学術振興会

加熱式たばこによる受動喫煙の
実態と妊娠予後 篠崎　博光 看護学 1,430,000 日本学術振興会

骨格筋由来のリパーゼ作用を介
した脂質代謝メカニズムの性差の
解明

常川　勝彦 検査部 1,430,000 日本学術振興会

頭頸部扁平上皮癌における癌関
連線維芽細胞の機能的多様性の
解明と治療戦略の創出

富所　雄一
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科学分野
2,340,000 日本学術振興会

iPS細胞由来の間葉系幹細胞を
付加した脂肪移植を用いた乳房
再建に関する研究

牧口　貴哉 形成外科 1,430,000 日本学術振興会

新たな心肺蘇生法確立を目指し
た心肺停止・蘇生による細胞死の
解明に関する基礎的研究

大嶋　清宏 救急医学分野 1,430,000 日本学術振興会

アポトーシス誘導とFGFR阻害薬
耐性メカニズムの解明による新規
尿路上皮癌治療への展開

新井　誠二 泌尿器科学分野 1,820,000 日本学術振興会

青斑核A6－A1/A2ノルアドレナリ
ン作動性神経核を介した慢性痛
ネットワークの解明

太田　浄 麻酔神経科学分野 1,560,000 日本学術振興会
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不顕性誤嚥の検出における唾液
腺シンチグラフィーの応用 平澤　裕美 放射線部 1,300,000 日本学術振興会

サルコペニア高齢者の薬物代謝
能力及び相互作用評価システム
の開発と副作用リスク回避

戸島　洋貴 消化器・肝臓内科 1,300,000 日本学術振興会

放射線治療の個別最適化を目指
したメタボロミクス・リバースTR 尾池　貴洋 放射線治療科 650,000 日本学術振興会

嚥下内視鏡検査におけるホワイト
アウトの輝度を用いた嚥下圧の客
観的評価法の開発

五味　暁憲
歯科口腔・顎顔面外

科
260,000 日本学術振興会

プロボクサーにおける試合前の
運動機能向上と脳機能・構造画
像の相関解析

熊倉　みなみ
地域医療研究・教育

センター
910,000 日本学術振興会

治療抵抗性口腔癌における
Radiomicsを応用したプレシジョン
メディシンの構築

金　舞
歯科口腔・顎顔面外

科
520,000 日本学術振興会

基礎・臨床科目実習を活用した
チームワーク・リーダーシップ教
育の開発と評価

田中　和美
医療の質･安全学分

野
520,000 日本学術振興会

マウスモデル確立による
pachychoroidの病態解明と新規
治療法開発

松本　英孝 眼科 1,820,000 日本学術振興会

フザリウムによる真菌性角膜炎の
重症化におけるマイコトキシンの
関与の解明

戸所　大輔 眼科学分野 520,000 日本学術振興会

遺伝子解析からみた前立腺癌家
族歴と遺伝性に関する研究 鈴木　和浩 泌尿器科学分野 130,000 日本学術振興会

卵巣腫瘍の浸潤転移における核
の剛性維持蛋白ラミンの役割の
解明

齊尾　征直 生体情報検査科学 650,000 日本学術振興会

骨巨細胞腫に対するヒトRANKL
モノクローナル抗体による光免疫
療法の開発

筑田　博隆 整形外科学分野 1,430,000 日本学術振興会

メタボローム解析を用いた急速破
壊型股関節症におけるバイオ
マーカーの検索

高嶺　周平 整形外科 910,000 日本学術振興会

下行性抑制系を介した神経障害
性痛および術後痛における薬物
作用機序

三枝　里江 麻酔・集中治療科 1,430,000 日本学術振興会

長時間作用性局所麻酔薬の応
用と周術期管理 戸部　賢 集中治療部 1,300,000 日本学術振興会

周術期アナフィラキシーの発症機
序解明：好塩基球活性化試験と
受身感作を用いて

折原　雅紀 集中治療部 780,000 日本学術振興会

イモ貝毒ω-コノトキシンを用いた
新しい鎮痛徐放製剤の開発 松岡　宏晃 集中治療部 910,000 日本学術振興会

重粒子線による代償性肝肥大を
利用した肝腫瘍に対する新たな
集学的治療法の開発

渋谷　圭 腫瘍放射線学分野 910,000 日本学術振興会

免疫チェックポイント阻害剤の耐
性克服を目指した革新的温熱複
合療法の開発

佐野　彰彦 消化管外科学分野 1,040,000 日本学術振興会

フローサイトメトリーを利用した腎
線維化機序の解明 廣村　桂樹

腎臓・リウマチ内科学
分野

1,170,000 日本学術振興会

皮膚炎症性疾患における温度感
受性TRPチャネルの役割と治療
への応用

茂木　精一郎 皮膚科学分野 910,000 日本学術振興会

COVID流行下における冠動脈イ
ンターベンションレジストリー創
設・アウトカム研究

石井　秀樹 循環器内科学分野 1,560,000 日本学術振興会

慢性腎臓病におけるTgm2-p62-
p53複合体とオートファジー調節
機構

山田　英二郎 内分泌糖尿病内科 1,040,000 日本学術振興会

頭頚部放射線治療時の口腔粘
膜炎発症予測情報の共有による
新規介入方法の検討

武者　篤 医学部門 1,560,000 日本学術振興会

房室輪関連頻拍の概念・診断
法・治療法の確立 金古　善明 循環器内科 520,000 日本学術振興会
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子宮体癌の進展へ与える脱ユビ
キチン化酵素の作用機序の解明 中尾　光資郎 産科婦人科学分野 1,430,000 日本学術振興会

群馬県における自主退院
(DAMA)の現状分析 大石　裕子

医療の質・安全管理
部

1,170,000 日本学術振興会

集中治療を要する患者における
消費エネルギー推測式の新規作
成

竹前　彰人 麻酔・集中治療科 1,560,000 日本学術振興会

骨粗鬆のある脊椎に対する体外
衝撃波を用いた新規治療法の開
発とその基盤研究

高澤　英嗣 整形外科 1,560,000 日本学術振興会

肺高血圧症を標的とした左室駆
出率の保たれた心不全の多角
的・包括的病態解明

小保方　優 循環器内科 390,000 日本学術振興会

神経障害性疼痛における脊髄
GABA受容体機能変化とオピオイ
ド作用減弱機序の解明

廣木　忠直 麻酔・集中治療科 1,690,000 日本学術振興会

抑制性神経伝達障害に着目した
統合失調症の新規治療法開発 藤原　和之 精神科神経科 910,000 日本学術振興会

膵癌の炭素イオン治療反応性に
関連する遺伝子変異のゲノム網
羅的探索

安藤　謙 放射線治療科 2,080,000 日本学術振興会

子宮内膜症微小環境の時空的プ
ロファイリングと部位特異的内膜
症形質の関連解析

岩瀬　明 産科婦人科学分野 2,860,000 日本学術振興会

SF-1を介した変異KCNJ5抑制に
よる原発性アルドステロン症の治
療開発

錦戸　彩加
地域医療研究・教育

センター
260,000 日本学術振興会

神経内分泌細胞分化前立腺癌
における脂質代謝を介した増殖メ
カニズムの基礎的検討

関根　芳岳 泌尿器科学分野 1,170,000 日本学術振興会

COVID-19パンデミックが循環器
疾患診療に与える影響ービッグ
データでの検討ー

大山　善昭
先端医療開発セン

ター
520,000 日本学術振興会

肩腱板断裂における中枢神経の
運動制御機能の解明 設楽　仁 整形外科学分野 1,430,000 日本学術振興会

副腎癌に対する抗サバイビン光
抗体療法と重粒子線免疫療法の
基礎的研究

小池　秀和 泌尿器科 1,690,000 日本学術振興会

肝がんの分化規定遺伝子の同定
と革新的治療法の開発 播本　憲史 肝胆膵外科 1,560,000 日本学術振興会

好塩基球のMRGPRX2をターゲッ
トとしたアナフィラキシーのメカニ
ズムの解明

南雲　一洋 麻酔・集中治療科 650,000 日本学術振興会

掌蹠型角化機構の解明と再生医
療への応用 安田　正人 皮膚科学分野 1,300,000 日本学術振興会

がん細胞特異的アミノ酸トランス
ポーターを標的とした新規複合
的がん免疫療法の開発

酒井　真 消化管外科 1,300,000 日本学術振興会

ポドサイト細胞生物学による特発
性ネフローゼ症候群鑑別診断法
の臨床応用

小林　靖子 小児科 1,040,000 日本学術振興会

転写因子SOX2による皮膚虚血
再灌流障害（急性期褥瘡）の制
御機構の解明

内山　明彦 皮膚科 1,690,000 日本学術振興会

糖尿病性腎臓病へのmiR-
143/145の関与を明らかにする 坂入　徹

腎臓・リウマチ内科学
分野

1,300,000 日本学術振興会

ATOH8遺伝子の糸球体上皮細
胞における機能と発現制御機序
の解明

浜谷　博子
腎臓・リウマチ内科学

分野
1,300,000 日本学術振興会

遺伝性心筋症の進行における
ATP可視化モデルをもちいた心
筋エネルギー代謝の解析

小板橋　紀通 循環器内科 1,430,000 日本学術振興会

新規炎症収束性脂質メディエー
ターRsolvinE群はARDSの治療薬
となり得るか

齋藤　悠
呼吸器・アレルギー内

科
1,040,000 日本学術振興会

多機能性粘膜下局注材を用いる
早期消化管癌の低侵襲治療法の
創出と実証

浦岡　俊夫
消化器・肝臓内科学

分野
1,820,000 日本学術振興会
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山田　英二郎 内分泌糖尿病内科 300,000
（国研）国立
国際医療研
究センター

日本における免疫性血栓性血小
板減少性紫斑病（iTTP）の前向き
レジストリ研究―Japan iTTP
Registry Study (JiTS)―

小川　孔幸 血液内科 55,000
（公大）奈良
県立医科大
学

骨転移を有する去勢抵抗性前立
腺癌を対象とした多施設共同前
向き観察研究

鈴木　和浩

小児から若年成人での生物学的
製剤の適正使用に関するエビデ
ンスの創出

滝沢　琢己 小児科学分野 6,000,000 厚生労働省

泌尿器科 519,750
（一財）日本
泌尿器科学
会

閉経後ホルモン受容体陽性切除
不能および転移・再発乳癌に対
するパルボシクリブ療法の観察研
究

藤井　孝明 乳腺・内分泌外科 60,000
（一社）
CSPOR-BC

HAMRET Study　切除不能肝細
胞癌における薬物療法の前向き
観察研究

調　憲 肝胆膵外科 176,000
（一社）九州消化
器癌化学療法研
究会

電子カルテ情報活用型多施設症
例データベースを利用した糖尿
病に関する臨床情報収集に関す
る研究(J-DREAMS)

途上国におけるセミデジタル補聴
集音器の実証 茂木　雅臣

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学分野

390,000 日本学術振興会

小児急性骨髄性白血病の分子
病態と発症年齢に基づく新たなリ
スク層別化治療の構築

原　勇介 小児科 1,063,426 日本学術振興会

SLFN11は髄芽腫治療の層別化
における新規バイオマーカーとな
るか

中田　聡 脳神経外科 1,430,000 日本学術振興会

頚髄症患者におけるVirtual
Realityを用いた術前後運動能力
の定量的評価

本田　哲 整形外科 390,000 日本学術振興会

視神経屈曲のある鞍上部腫瘍に
おける眼循環の解明 篠原　洋一郎 眼科 260,000 日本学術振興会

骨格筋の廃用性萎縮に低栄養ス
トレスが与える影響の解明ー遺伝
子発現の網羅的解析ー

佐々木　毅志 整形外科学分野 910,000 日本学術振興会

初期胚発生におけるエンドサイ
トーシス関連タンパク質の網羅的
解析

森田　晶人 産科婦人科 520,000 日本学術振興会

頭頸部癌患者における末梢血循
環癌細胞のシングルセル解析 多田　紘恵 耳鼻咽喉科 1,950,000 日本学術振興会

脳虚血再灌流障害におけるフェ
ロトーシスの抑制による新規脳保
護療法の確立

神徳　亮介 脳神経外科学分野 1,950,000 日本学術振興会

光免疫療法による関節リウマチ
FLSを標的とした新規治療法の開
発

須藤　貴仁 整形外科 910,000 日本学術振興会

炎症性大腸癌における
MAdCAM-1に着目した新規治療
の開発

大曽根　勝也 消化管外科 2,080,000 日本学術振興会

間葉系幹細胞エクソソームを用い
た重症熱傷に対する新たな治療
法の開発

澤田　悠輔 救急医学分野 1,560,000 日本学術振興会

急性骨髄性白血病細胞の増殖に
おけるラミニンーインテグリンーカ
ドヘリン系の関与

小林　宣彦 血液内科 1,430,000 日本学術振興会

大腸癌の腫瘍・間質形態に基づ
いた革新的免疫複合療法の開発 白石　卓也 消化管外科 2,730,000 日本学術振興会

気管支喘息におけるpH感知性
TDAG8を介した新規メカニズム
の解明

鶴巻　寛朗
呼吸器・アレルギー内

科
1,560,000 日本学術振興会

皮膚筋炎、SLEにおける初期病
態形成機序の解明 栗山　裕子 皮膚科 1,560,000 日本学術振興会

前腕屈筋群・円回内筋の筋弾性
度は内側野球肘の予測因子とな
りうるか？

田鹿　毅
リハビリテーション学

（理学療法学）
780,000 日本学術振興会

子宮頸部腺癌に対する放射線治
療における免疫関連分子と予後
の評価

宮坂　勇平 医学部門 780,000 日本学術振興会
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周術期アナフィラキシーのin vitro
検査による診断法の確立と全国
疫学調査

堀内　辰男 麻酔・集中治療科 812,942
（国大）富山
大学

初発中枢神経原発胚細胞腫瘍
に対する化学療法併用放射線治
療の低侵襲化に関する研究開発

信澤　純人 病理部 260,000
（国大）京都
大学

小児上衣腫に対する手術摘出度
と分子学的マーカーを用いた治
療層別化による集学的治療の安
全性と有効性確立に向けた研究
開発

信澤　純人 病理部 260,000
（国大）東海
国立大学機
構

全身性強皮症の血管障害への新
治療薬による医師主導治験研究 茂木　精一郎 皮膚科 6,795,679

（国大）大分
大学

「大学病院臨床試験アライアン
ス」における模擬DCTの実施及
び、単⼀ IRB審議体制整備とCRB
品質向上のための「アライアンス
臨床研究コンシェルジュ」の開発

大山　善昭
先端医療開発セン

ター
910,000

（国大）東京
医科歯科大
学

髄芽腫、非定型奇形腫様ラブドイ
ド腫瘍、上衣腫に対する標準治
療開発を目的とした多施設共同
研究

信澤　純人 病理部 1,950,000
（地独）大阪
市民病院機
構

家族性大腸腺腫症の重症化リス
ク低減手法の実用化を目指した
臨床介入検証

竹内　洋司 光学医療診療部 1,000,000
京都府公立
大学法人

小児のウイルス性肝炎の経過及
び治療選択に関する研究 羽鳥　麗子 小児科 390,000

（公大）和歌
山県立医科
大学

Tissue engineering技術による早
期消化管癌内視鏡的切除後粘
膜欠損を被覆・補強する生体吸
収性インジェクタブルゲの開発

浦岡　俊夫 消化器・肝臓内科 25,987,000
（国研）日本
医療研究開
発機構

免疫調節治療を要する患者の安
全な妊娠・出産を実現するための
エビデンス構築

石毛　崇 小児科 650,000
（国大）東北
大学

TNFα阻害薬使用下での弱毒生
ワクチン接種の有効性と安全性
(分担研究課題:TNFα阻害薬使
用中の炎症性腸疾患患者におけ
る弱毒生ワクチン接種)

石毛　崇 小児科 50,000
（国研）国立
成育医療研
究センター

放射線治療に関わるトランスレー
ショナルリサーチ実施体制構築 尾池　貴洋 放射線治療科 100,000

（国研）国立
がん研究セン
ター

未治療高腫瘍量濾胞性リンパ腫
に対するオビヌツズマブ＋ベンダ
ムスチン療法後のオビヌツズマブ
維持療法の省略に関するランダ
ム化第Ⅲ相試験

横濱　章彦 血液内科 650,000
（国大）東北
大学

心不全の包括的介入が心不全患
者の認知機能に与える影響を検
討する研究開発

小保方　優 循環器内科 10,000,000
（国研）日本
医療研究開
発機構

心不全の包括的介入が心不全患
者の認知機能に与える影響を検
討する研究開発

小保方　優 循環器内科 9,500,000
（国研）日本
医療研究開
発機構

安全な遺伝子治療を目指した万
能塩基編集ツールの創出 小板橋　紀通 循環器内科 780,000

（国大）東京
大学

全身性強皮症に伴う間質性肺疾
患（SSc-ILD）に対するPAI-1阻害
薬TM5614の 第Ⅱ相医師主導治
験

茂木　精一郎 皮膚科 4,550,000
（国大）東北
大学

家族性大腸腺腫症に対するWT1
がんワクチン免疫療法第Ⅱ相医
師主導治験

竹内　洋司 光学医療診療部 513,500
（国大）大阪
大学

高齢者多発性骨髄腫に対する標
準治療の確立と治療効果・耐性
獲得に関わる分子基盤の探索

半田　寛 血液内科 260,000
（公財）がん
研究会

食道アカラシアの前駆状態とされ
る食道胃接合部通過障害に対す
る アコチアミドの有効性と安全性
を検討する第II相医師主導治験

浦岡　俊夫 消化器・肝臓内科 3,900,000
（国大）法人
九州大学

神経発達障害の病因解明を目指
したクロマチンの3次元構造解析 滝沢　琢己 小児科 7,800,000

（国大）東京
大学



(注) 1

2

3

「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元を記入
すること。

国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請の前年度
に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。
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高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

○病院長の責務，臨床研究審査委員会の業務内容，臨床研究の申請・依頼等の受付方法，責

任医師及び分担医師等の業務内容，他の研究機関からIRB審査依頼があった場合の対応等 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

○ 「国立大学法人群馬大学利益相反マネジメント規程」 

利益相反マネジメント対象の範囲，利益相反マネジメントの対象，利益相反マネジメントのため

の調査，利益相反申告書等の保存，学外への情報公開，利益相反管理昭和地区部会の設置等 

 

○ 「群馬大学利益相反管理昭和地区部会内規」 

部会の審議事項，部会の組織，部会長の選出，研究科長等への報告等 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年12回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

 

 

 

 

 



 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年6回 

 ・研修の主な内容 

○ 群馬大学医学部附属病院・昭和地区キャンパス「臨床試験に関する講習会」 

治験・臨床研究に関して，大学病院臨床試験アライアンスと共催で，「臨床試験に関する

講習会」を群馬大学医学部附属病院内で6回開催した。倫理指針で定める受講を研究者及び研

究を実施する際の事務に従事する者，研究者の補助業務に当たる者に義務付けている。 

 

〈各回の開催日時，演題，参加人数等〉 

第１回 令和5年5月12日（金）15時30分～16時30分 参加者数 319名 

「研究倫理の原則と倫理審査について」 

群馬大学医学部附属病院先端医療開発センター 教授 大山善昭先生 

 

第２回 令和5年5月12日（金）18時00分～19時00分 参加者数 192名 

「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針について」 

群馬大学医学部附属病院先端医療開発センター 教授 大山善昭先生 

 

第３回 令和5年5月15日（月）15時30分～16時30分 参加者数 170名 

「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針について」 

群馬大学医学部附属病院先端医療開発センター 教授 大山善昭先生 

 

第４回 令和5年5月15日（月）18時～19時 参加者数 164名 

「研究倫理の原則と倫理審査について」 

群馬大学医学部附属病院先端医療開発センター 教授 大山善昭先生 

 

第５回 令和5年10月31日（火）17時00分～18時00分 参加者数 150名 

「アカデミアにおける医療機器開発の現状と今後の展望 ～患者市民参画～」 

広島大学トランスレーショナルリサーチセンター 教授 杉山大介先生 

 

第６回 令和6年2月21日（水）17時～18時 参加者数 129名 

「バイオデザインと医療機器開発」 

シスメックス株式会社 テクノロジーイノベーション本部 データサイエンスセンター 

二松史哉先生 

中央研究所 研究企画グループ 岡祐馬先生 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

当院では，医学部附属病院の優れた教育機能を十分に活用し，充実した関連病院との連携のも 

とで，次代を担う実力ある専門医を養成している。具体的には，初期臨床研修で磨いた診療能力 

をさらに高め，各専門領域の学会認定専門医の取得を目指すための，後期専門研修プログラムを 

運用している。 

当院の後期専門研修プログラム・コース一覧は，下記のとおり。 

 

【令和５年度 群馬大学医学部附属病院 後期専門研修プログラム一覧】 

プログラム 

運営診療科 

プログラム

名 

受

入 

人

数 

プログラム 

責任者名 

各プログラムで 

取得を目指す 

基本領域専門医

資格 

基本領域専門医資格取得後に可能な 

サブスペシャルティ研修 

（資格名／学会等名） 

サブスペ 

シャルティ 

研修 

担当医名 

循環器内科 

群馬大学内

科専門研修

プログラム 

30 廣村 桂樹 
内科専門医／ 

日本内科学会 

循環器専門医／日本循環器学会 
石井 秀樹 

金古 善明  

高間 典明 

小板橋 紀通 

小保方 優 

田村 峻太郎 

反町 秀美 

不整脈専門医／日本不整脈学会 

超音波専門医／日本超音波医学会 

核医学専門医／日本核医学会 

心血管インターベンション認定医・専門医／日本心血

管インターベンション治療学会 

呼吸器・アレ

ルギー内科 

呼吸器専門医／日本呼吸器学会 前野 敏孝 

砂長 則明 

古賀 康彦 

矢冨 正清 

鶴巻 嘉朗  

三浦 陽介 

アレルギー専門医／日本アレルギー学会 

感染症専門医／日本感染症学会 

気管支鏡専門医／日本呼吸器内視鏡学会 

がん薬物療法専門医／日本臨床腫瘍学会 

消化器・肝臓

内科 

消化器病専門医／日本消化器病学会 浦岡 俊夫 

栗林 志行 

田中 寛人  

保坂 浩子 

消化器内視鏡専門医／日本消化器内視鏡学会 

胃腸専門医／日本消化管学会 

肝臓専門医／日本肝臓学会 
佐藤  賢 

山崎 勇一 

戸島 洋貴 

消化器病専門医／日本消化器病学会 

消化器内視鏡専門医／消化器内視鏡学会 

内分泌糖尿

病内科       

内分泌代謝科専門医／日本内分泌学会 
山田 正信 

山田英二郎 

堀口 和彦 

松本 俊一 

吉野    聡 

石田 恵美 

糖尿病専門医／日本糖尿病学会 

甲状腺専門医／日本甲状腺学会 

腎臓・リウマ

チ内科      

腎臓専門医／日本腎臓学会 廣村 桂樹 

池内 秀和 

坂入   徹 透析専門医／日本透析医学会 



リウマチ専門医／日本リウマチ学会 
浜谷 博子 

中里見征央 

血液内科 

血液専門医／日本血液学会 

半田  寛 

小川 孔幸  

宮澤 悠里 

小林 宣彦 

血栓止血学会認定医／日本血栓止血学会 

がん薬物療法専門医／日本臨床腫瘍学会 

がん治療認定医／日本がん治療認定医機構 

輸血細胞治療学会認定医／日本輸血・細胞治療学会 

造血細胞移植認定医／日本造血細胞移植学会 
 

エイズ学会認定医／日本エイズ学会 

脳神経内科 

神経内科専門医／日本神経学会 池田 佳生 

藤田 行雄 

牧岡 幸樹 認知症専門医／日本認知症学会 

循環器外科 

群馬大学外

科専門研修

プログラム 

24 調 憲 
外科専門医／ 

日本外科学会 

心臓血管外科専門医／心臓血管外科専門医認定機構 

阿部 知伸 

立石  渉 

小西 康信 

呼吸器外科 

呼吸外科専門医／日本呼吸器外科学会 永島 宗晃 

大瀧 容一

河谷菜津子 

矢澤 友弘 がん治療認定医／日本がん治療認定医機構 

消化管外科 

消化器外科専門医・指導医／日本消化器外科学会 

佐伯 浩司 

宗田  真 

小川 博臣 

酒井  真 

佐野 彰彦 

大曽根勝也 

岡田 拓久 

白石 卓也 

中澤 信博 

気管食道科専門医／日本気管食道科学会 

食道科認定医・食道外科専門医／日本食道学会 

内視鏡外科技術認定／日本内視鏡外科学会 

がん治療認定医／日本がん治療認定医機構 

臨床腫瘍学会暫定指導医／日本臨床腫瘍学会 

大腸肛門病専門医・指導医／日本大腸肛門病学会 

消化器がん外科治療認定医／日本消化器外科学会 

消化器病専門医・指導医／日本消化器病学会 

胃腸科認定医・専門医・指導医／日本消化管学会 

消化器内視鏡専門医・指導医／日本消化器内視鏡学会 

外科指導医／日本外科学会 

肝胆膵外科 

消化器外科専門医・指導医／日本消化器外科学会 調 憲 

播本 憲史 

新木健一郎 

渡辺  亮 

塚越真梨子 

萩原  慶 

肝胆膵外科高度技能専門医／日本肝胆膵外科学会 

内視鏡外科技術認定／日本内視鏡外科学会 

がん治療認定医／日本がん治療認定医機構 

消化器がん外科治療認定医／日本消化器外科学会 



消化器病専門医・指導医／日本消化器病学会 石井 範洋 

肝臓専門医／日本肝臓学会 

乳腺・内分泌

外科 

乳腺専門医／日本乳癌学会 
藤井 孝明 

尾林紗弥香 

荻野 美里 

中澤 裕子 

内分泌・甲状腺外科専門医／日本内分泌外科学会 

外科指導医／日本外科学会 

がん治療認定医／日本がん治療認定医機構 

小児外科 

小児外科専門医／日本小児外科学会 

大竹紗弥香 

小児がん認定外科医／日本小児血液・がん学会 

小児泌尿器科認定医／日本小児泌尿器科学会 

日本周産期・新生児医学会認定外科医／日本周産期・

新生児医学会 

内視鏡外科技術認定／日本内視鏡外科学会 

消化器病専門医／日本消化器病学会 

胃腸科専門医／日本消化管学会 

消化器内視鏡専門医／日本消化器内視鏡学会 

がん治療認定医／日本がん治療認定医機構 

泌尿器科    

群馬大学泌

尿器科専門

研修プログ

ラム 

7 鈴木 和浩 

泌尿器科専門医

／ 

日本泌尿器科学

会 

がん治療認定医／日本がん治療認定医機構 

関根 芳岳 

野村 昌史 

新井 誠二 

宮澤 慶行 

腎移植認定医／日本臨床腎移植学会 

泌尿器腹腔鏡技術認定医／日本泌尿器科学会、日本泌

尿器内視鏡学会 

生殖医療専門医／日本生殖医学会 

透析専門医／日本透析医学会 

内分泌代謝科専門医／日本内分泌学会 

整形外科 

群馬大学整

形外科専門

研修プログ

ラム 

11 筑田 博隆 

整形外科専門医

／ 

日本整形外科学

会 

スポーツ医／日本整形外科学会 
設楽  仁 

飯塚 陽一 

岡邨 興一 

三枝 徳栄 

高澤 英嗣 

脊椎脊髄病医／日本整形外科学会 

リウマチ専門医／日本リウマチ学会 

手外科専門医／日本手外科学会 

脊椎脊髄外科指導医／日本脊椎脊髄病学会 

皮膚科      

群馬大学皮

膚科専門研

修プログラ

ム 

10 茂木精一郎 
皮膚科専門医／ 

日本皮膚科学会 

皮膚悪性腫瘍指導専門医／日本皮膚科学会 

茂木精一郎 

安田 正人 皮膚美容科・レーザー指導専門医／日本皮膚科学会 

眼科   

群馬大学眼

科専門研修

プログラム 

4 秋山 英雄 
眼科専門医／ 

日本眼科学会 
眼科光線力学的療法認定医／眼科 PDT 研究会 

秋山 英雄 

戸所 大輔 

松本 英孝 

森本 雅裕 

耳鼻咽喉科      

群馬大学医

学部附属病

院耳鼻咽喉

科専門研修

プログラム 

5 近松 一朗 

耳鼻咽喉科専門

医／ 

日本耳鼻咽喉科

学会 

耳鼻咽喉科指導医／日本耳鼻咽喉科学会 
紫野 正人 

新國  摂 

桑原 幹夫 

松山 敏之 

補聴器相談医／日本耳鼻咽喉科学会 

頭頸部がん専門医／日本頭頚部外科学会 

気管食道科専門医／日本気管食道科学会 



アレルギー専門医／日本アレルギー学会 

精神科神経

科   

精神科専門

医研修プロ

グラム 

若

干

名 

福田 正人 

 

精神科専門医／ 

日本精神神経学

会 

精神保健指定医／厚生労働省 

藤平 和吉 

須田 真史 

武井 雄一  

小野 樹郎 

精神科専門医指導医／日本精神神経学会 

一般病院連携精神医学専門医／日本総合病院精神医学

会 

一般病院連携精神医学専門医指導医／日本総合病院精

神医学会 

精神保健判定医／(心神喪失者等医療観察法)法令によ

る資格 

日本児童青年精神医学会認定医／日本児童青年精神医

学会 
 

子どものこころ専門医／子どものこころ専門医機構 

麻酔・集中治

療科 

群馬大学医

学部附属病

院 

麻酔科専門

研修プログ

ラム 

25 麻生 知寿 
麻酔科専門医／ 

日本麻酔科学会 

集中治療専門医／日本集中治療医学会 

戸部  賢 

荻野 祐一 

竹前 彰人 

ペインクリニック専門医／日本ペインクリニック学会 
 

心臓血管麻酔専門医／日本心臓血管麻酔学会 

脳神経外科 

群馬大学医

学部附属病

院 

脳神経外科

専門研修プ

ログラム 

8 好本 裕平 

脳神経外科専門

医／ 

日本脳神経外科

学会 

脳血管内治療専門医／日本脳神経血管内治療学会 

登坂 雅彦 

藍原 正憲 

清水 立矢 

堀口 桂志 

本多 文昭 

山口  玲 

宮城島孝昭 

相島  薫 

長岐 智仁 

脳卒中専門医／日本脳卒中学会 

がん治療認定医／日本がん治療認定医機構、日本脳腫

瘍学会 

機能的定位脳手術技術認定医／日本定位・機能神経外

科学会 

救急科専門医／日本救急医学会、日本神経外傷学会 

脊髄外科認定医／日本脊髄外科学会 

神経内視鏡技術認定医／日本神経内視鏡学会、日本小

児神経外科学会 

小児科     

群馬大学医

学部附属病

院 

小児科専門

研修プログ

ラム 

12 滝沢 琢己 
小児科専門医／ 

日本小児科学会 

アレルギー専門医／日本アレルギー学会 

滝沢 琢己 

奥野はるな  

小林 靖子 

井上 貴博 

緒方 朋実 

羽鳥 麗子 

石毛  崇 

本島 敏乃  

血液専門医／日本血液学会 

がん治療認定医／日本がん治療認定医機構 

造血細胞移植認定医／日本造血細胞移植学会 

腎臓専門医／日本腎臓病学会 

新生児専門医／日本周産期・新生児医学会 

小児神経専門医／日本小児神経学会 

小児栄養消化器肝臓認定医／日本小児栄養消化器肝臓

学会 

消化器内視鏡専門医／消化器内視鏡学会 

消化器病専門医／日本消化器病学会 

臨床遺伝専門医／日本人類遺伝学会 

産科婦人科 
群馬大学医

学部附属病
7 岩瀬  明 

産科婦人科専門

医／ 

周産期専門医(母体・胎児専門医)／日本周産期・新生

児学会 

亀田 高志 

平川 隆史 



院 

産婦人科専

門研修施設 

群専門研修

プログラム 

日本産科婦人科

学会 

生殖医療専門医／日本生殖医学会 池田 禎智 

北原 慈和 

井上 真紀 

平石  光 

中尾光資郎 

日下田大輔 

小林 美央 

森田 晶人 
 

内視鏡外科学会技術認定医／日本内視鏡外科学会 

内分泌代謝科(産婦人科)専門医／日本内分泌学会 

婦人科腫瘍専門医／日本婦人科腫瘍学会 

放射線科 群馬大学医

学部附属病

院 

放射線科専

門研修プロ

グラム 

12 

大野 達也 

放射線科専門医

／ 

日本医学放射線

学会 

放射線治療専門医／日本医学放射線学会、日本放射線

腫瘍学会 
河村 英将 

 

核医学科      対馬 義人 

放射線科専門医

／ 

日本医学放射線

学会 

放射線診断専門医／日本医学放射線学会 
樋口 徹也 

高橋 綾子   

平澤 裕美  

徳江 浩之 

 

核医学専門医／日本核医学会  

IVR 専門医／日本 IVR 学会  

超音波専門医／日本超音波医学会  

検査部・感染

制御部                                                                       

群馬大学臨

床検査専門

研修プログ

ラム 

 

2 
村上 正巳 

臨床検査専門医

／ 

日本臨床検査医

学会 

ICD(ｲﾝﾌｪｸｼｮﾝｺﾝﾄﾛｰﾙﾄﾞｸﾀｰ）／ICD 制度協議会 

徳江  豊 

木村 孝穂 

常川 勝彦 

栁澤 邦雄 

葭田 明弘 

青木 智之 

加藤 寿光 

 

感染症専門医／日本感染症学会  

人間ドック健診専門医／日本人間ドック学会  

超音波専門医／日本超音波医学会  

臨床遺伝専門医／日本人類遺伝学会  

細胞診専門医／日本臨床細胞学会  

消化器内視鏡専門医／日本消化器内視鏡学会  

臨床神経生理専門医／日本臨床神経生理学会  

集中治療部    

群馬大学医

学部附属病

院 

集中治療部

専門研修プ

ログラム 

5 高澤 知規   集中治療専門医／日本集中治療医学会 高澤 知規  

病理部     

群馬大学医

学部 

病理専門研

修プログラ

ム 

3 小山 徹也 
病理専門医／ 

日本病理学会 

細胞診専門医／日本臨床細胞学会 

横尾 英明 

伊古田勇人 

 

分子病理専門医／日本病理学会  

リハビリ 

テーション

部    

群馬大学リ

ハビリテー

ション科 

専門研修プ

ログラム 

3 和田 直樹 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科専

門医／ 

日本ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

医学会 

脳卒中専門医／日本脳卒中学会 

田澤 昌之 

 

義肢装具専門医／日本義肢装具学会  

救急科 

群馬大学医

学部附属病

院 

救急科専門

研修プログ

3 大嶋 清宏 
救急科専門医／ 

日本救急医学会 

集中治療専門医／日本集中治療医学会 大嶋 清宏 

澤田 悠輔 

中島  潤 

一色 雄太 

福島 一憲 

 

腹部救急認定医／日本腹部救急医学会  

熱傷専門医／日本熱傷学会  

認定クリニカル・トキシコロジスト／日本中毒学会  



ラム 外傷専門医／日本外傷学会  

総合診療科 

 
 

群馬大学医

学部附属病

院 

総合診療専

門研修プロ

グラム 
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小和瀬桂子 

 

 

 
 

総合診療専門医

／ 

日本専門医機構 

総合内科専門医／日本内科学会（協議中） 

 

小和瀬桂子 

佐藤 浩子 

堀口 昇男 
 

 

新・家庭医療専門医／日本プライマリ・ケア連合学会  

病院総合診療専門医／日本病院総合診療医学会  

日本東洋医学会漢方専門医／日本東洋医学会 
 

 
 

形成外科 

 

群馬大学形

成外科研修

プログラム 

 

3 牧口 貴哉 

形成外科専門医 

／ 

日本専門医機構 

形成外科専門医／日本形成外科学会 

牧口 貴哉 

長谷川泰子 

皮膚腫瘍外科分野指導医／日本形成外科学会 

再建・マイクロサージャリー分野指導医／日本形成外

科学会 

日本創傷外科学会専門医／日本創傷外科学会 

※形成外科領域については，神戸大学の神戸大学形成外科研修プログラムの連携施設として専門研修が可能です。 

 

専攻医として一般社団法人日本専門医機構が認定する基本領域の専門医の取得を目指す者の身分を，群馬大学医学

部附属病院シニアレジデントとしている。 

（当院のシニアレジデント制度の特色） 

１．大学病院／関連病院の優れた指導医のもとで，専門医修得に必要な多くの症例／手技を経験できる。 

２．サブスペシャルティ分野につながる幅広い経験を積むことができる。 

３．大学院・社会人大学院に入学し，研修と研究の両立を目指すことができる。 

４．国内及び海外留学を積極的に勧める。 

５．希望者は，群馬大学医学部附属病院医師ワークライフ支援プログラムを利用することが可能である。 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数           138人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

石井 秀樹 循環器内科 教授 ２９年  

前野 敏孝 呼吸器・アレルギ

ー内科 

准教授 ３０年  

浦岡 俊夫 消化器・肝臓内科 教授 ２９年  

山田 英二郎 内分泌糖尿病内

科 

講師    ２４年  

廣村 桂樹 腎臓・リウマチ内

科 

教授    ３４年  

半田 寛 血液内科 准教授    ３３年  

池田 佳生 脳神経内科 教授    ３１年  

福田 正人 精神科神経科 教授    ４０年  

滝沢 琢己 小児科 教授    ２８年  

佐伯 浩司 消化管外科 教授    ２９年  

調 憲 肝胆膵外科 教授    ３７年  

調 憲 呼吸器外科 教授    ３７年  

阿部 知伸 循環器外科 教授    ３１年  



藤井 孝明 乳腺・内分泌外科 准教授    ２３年  

調 憲 小児外科 教授    ３７年  

筑田 博隆 整形外科 教授    ２８年  

茂木 精一郎 皮膚科 教授    ２４年  

鈴木 和浩 泌尿器科 教授    ３５年  

秋山 英雄 眼科 教授    ２７年  

近松 一朗 耳鼻咽喉科 教授    ３４年  

大野 達也 放射線治療科 教授    ３０年  

対馬 義人 放射線診断核医

学科 

教授    ３５年  

岩瀬 明 産科婦人科 教授    ３０年  

麻生 知寿 麻酔・集中治療科 准教授    ２８年  

横尾 聡 歯科口腔・顎顔面

外科 

教授    ３６年  

登坂 雅彦 脳神経外科 准教授    ３０年  

木村 孝穂 検査部 准教授    ３１年  

徳江 豊 感染制御部 准教授 ３８年  

対馬 義人 放射線部 教授 ３５年  

高澤 知規 集中治療部 准教授 ２７年  

横尾 英明 病理部 教授 ３１年  

大嶋 清宏 救急科 教授  ３１年  

小和瀬 桂子 総合診療科 教授 ２８年  

和田 直樹 リハビリテーシ

ョン部 

教授 ２８年  

牧口 貴哉 形成外科 講師 ２４年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

・ キャリア専門コース（がん看護コースⅠ―①） 2023 年 6 月 19 日…32 名 

・ キャリア専門コース（がん看護コースⅠ―②） 2023 年 7 月 31 日…31 名 

・ キャリア専門コース（がん看護コースⅠ―③） 2023 年 9 月 25 日…31 名 

・ キャリア専門コース（がん看護コースⅠ―④） 2023 年 10 月 16 日…31 名 

・ キャリア専門コース（がん看護コースⅠ―⑤） 2023 年 11 月 20 日…32 名 

・ キャリア専門コース（がん看護コースⅡ―１） 2023 年 7 月 21 日…22 名 

・ キャリア専門コース（がん看護コースⅡ―２） 2023 年 9 月 1 日…22 名 

・ キャリア専門コース（がん看護コースⅡ―３） 2023 年 10 月 20 日…23 名 

・ キャリア専門コース（がん看護コースⅡ―４） 2023 年 11 月 17 日…22 名 

・ キャリア専門コース（がん看護コースⅡ―５） 2023 年 12 月 15 日…24 名 

・ キャリア専門コース（がん看護コースⅢ―①） 2024 年 1 月 19 日…8 名 

・ キャリア専門コース（がん看護コースⅢ―②） 2024 年 2 月 16 日…8 名 

・ キャリア専門コース（糖尿病看護コースⅠ―①） 2023 年 9 月 6 日…36 名 

・ キャリア専門コース（糖尿病看護コースⅠ―②） 2023 年 9 月 21 日…37 名 

・ キャリア専門コース（糖尿病看護コースⅠ―③） 2023 年 10 月 13 日…35 名 

・ キャリア専門コース（糖尿病看護コースⅡ―①） 2023 年 11 月 15 日…33 名 

・ キャリア専門コース（糖尿病看護コースⅡ―②） 2023 年 12 月 7 日…29 名 

・ キャリア専門コース（皮膚排泄ケアコースⅠ―①） 2023 年 7 月 10 日…46 名 

・ キャリア専門コース（皮膚排泄ケアコースⅠ―②） 2023 年 9 月 11 日…46 名 

・ キャリア専門コース（皮膚排泄ケアコースⅡ―①） 2023 年 10 月 18 日…37 名 

・ キャリア専門コース（皮膚排泄ケアコースⅡ―②） 2023 年 12 月 11 日…39 名 



・ キャリア専門コース（皮膚排泄ケアコースⅡ―③） 2024 年 2 月 14 日…37 名 

・ キャリア専門コース（摂食・嚥下障害看護コースⅠ―①） 2023 年 7 月 19 日…40 名 

・ キャリア専門コース（摂食・嚥下障害看護コースⅠ―②） 2023 年 9 月 15 日…35 名 

・ キャリア専門コース（摂食・嚥下障害看護コースⅠ―③） 2023 年 9 月 27 日…34 名 

・ キャリア専門コース（摂食・嚥下障害看護コースⅡ―①） 2023 年 10 月…30 名 

・ キャリア専門コース（摂食・嚥下障害看護コースⅡ―②） 2023 年 11 月 27 日…27 名 

・ キャリア専門コース（摂食・嚥下障害看護コースⅡ―③） 2023年12月12日…24名 

・ キャリア専門コース（摂食・嚥下障害看護コースⅢ―①） 2023年11月10日…5名 

・ キャリア専門コース（摂食・嚥下障害看護コースⅢ―②） 2024年1月12日…5名 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

・ リーダーシップⅠコーチング基礎 2023 年 6 月…45 名 

・ リーダーシップⅡ 2023 年 11 月 29 日…32 名 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

・ がん看護基礎講座 2023 年 11 月 11 日…31 名（院外） 

・ がん診療連携協議会研修会「緩和ケアについて」 2023 年 11 月 18 日…114 名 

・ がん登録実務者研修 2024 年 1 月 27 日…47 名 

・ 緩和ケアチーム研修 2024 年 2 月 3 日…12 名 

(注)1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注)2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施 

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門 

的な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に 

勤務する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長：齋藤 繁 

  管理担当者氏名 総務課長：茂木 克之、医事課長：野村  恵子 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 診療録による管理（電子
媒体及び紙媒体） 
 
診療録を病院外に持ち
出す際に係る取扱いに
ついては、診療情報管理
規程により、原則として
診療記録は所持できな
いと定めている。例外と
して、診療情報管理担当
者に許可を得て医学研
究教育及び病院管理又
は診療統計に必要な資
料の作成のため、複製を
所持することができる。
電子媒体で診療記録の
複写を所持する場合は、
各自が保有する電子化
された患者個人情報の
保護に関する取扱いに
定めている。 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん システム統合センター 

薬剤部 
手術記録 システム統合センター 

医事課 
看護記録 システム統合センター 

医事課 
検査所見記録 システム統合センター 

医事課 
エックス線写真 システム統合センター 

各診療科 
紹介状 システム統合センター 

医事課 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

システム統合センター 
医事課 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第

三
項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 紙媒体のファイルを保
管、整理 高度の医療の提供の実績 医事課 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医事課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課 

規
則
第
一
条
の
十
一
第

一
項
に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医事課 
 

紙媒体のファイルを保
管、整理 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医事課 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医事課 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医事課 
 
 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医事課 紙媒体のファイルを保
管、整理 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医事課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医事課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医事課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

総務課 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

医事課 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

医事課 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

総務課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

臨床工学部 
管理運営課 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

臨床工学部 
管理運営課 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

臨床工学部 
 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医事課 紙媒体のファイルを保
管、整理 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医事課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

総務課 
医事課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

総務課 
医事課 

医療安全管理部門の設置状況 医事課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医事課 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医事課、医療の質・
安全管理部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医事課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医事課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医事課 

職員研修の実施状況 医事課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医事課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

監査室（大学本部） 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務部総務課 
（大学本部） 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての 
管理方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについ 
ても記載すること。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　  0　　　　件

歯科医師 延　　　  0　　　　件

国 延　　　  0　　　　件

地方公共団体 延　　　  0　　　　件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　総務課長：茂木　克之

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

　閲覧の手続の概要
　・閲覧希望者がいた場合には総務課にて対応している。

　閲覧責任者氏名 　病院長：齋藤　繁

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　・医学部附属病院

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
 
１．当院における医療安全管理の基本的考え方：安全文化の育成 
２．医療安全を推進するための委員会等の設置 
３．職員に対する研修の基本方針 
４．医療事故報告などの医療に関わる安全の確保を目的とした改善のための方策
に関する基本方針 

５．医療事故発生時の対応に関する基本方針 
６．情報の共有に関する基本方針（当該指針の閲覧に関する基本方針） 
７．患者相談への対応に関する基本方針 
８．その他の医療安全のために必要な基本方針 

 
 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年12回 
・ 活動の主な内容： 

 
（１）医療業務安全管理委員会 

１．本院において重大な問題その他委員会において取り扱うことが適当な問題
が発生した場合における速やかな原因の究明のための調査及び分析に関する
こと。 

２．分析の結果を活用した医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方
策の立案及び実施並びに従事者への周知に関すること。 

３．改善のための方策の実施の状況の調査及び必要に応じた当該方策の見直し
に関すること。 

４．入院患者が死亡した場合における当該死亡の事実及び死亡前の状況に関す
る医療の質・安全管理部への報告の実施の状況の確認並びに確認結果の病院
長への報告に関すること。 

５．入院患者の死亡以外の場合であって、通常の過程では必要がない処置又は
治療が必要となったものとして病院長が定める水準以上の事象が発生したと
きにおける当該事象の発生の事実及び発生前の状況の医療の質・安全管理部
への報告の実施の状況に関する確認並びに確認結果の病院長への報告に関す
ること。 

６．実施の状況が不十分な場合における適切な報告のための当院職員への研修
及び指導に関すること。 

７．医療の質・安全管理部が行う医療安全に資する診療内容のモニタリングの
内容に関すること。 

８．本院の全職員に受講させる医療安全に関する研修に関すること。 
９．医療業務の安全管理指針に係る病院長への提言に関すること。 
10．関係機関への報告及び講評に係る病院長への提言に関すること。 
11．その他医療業務の安全管理に関する必要な事項。 

 
（２）医療事故防止専門委員会 

１．医療事故防止マニュアルに関すること。 
２．インシデントに係る調査及び改善に関すること。 
３．医療事故防止のための資料収集に関すること。 
４．職員に対する医療事故防止の啓発及び研修に関すること。 
５．その他医療業務の安全管理に関する必要な事項。 

 
 

 



 
 
 

 
 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年17回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
 
○ 医療安全職員研修 

 ・『特定機能病院に求められる医療の質・安全』 

 ・『共に医療安全の推進を願って～医療事故被害者の実像と医療者への期待～』 

・『インシデント発生時の流れと医療費等の補償』 

 

 ○ 医療安全セミナー 

  ・『安全で確実な鎮痛・鎮静』 

  ・『院内肺血栓塞栓症予防マニュアルについて』 

  ・『医療安全に活かすせん妄の基礎知識』 

  ・『ティーチバック』 

  ・『患者対応における対話の重要性』 

 

 ○ Team STEPPS®研修 7回 

 

 ○ 医療対話推進者研修 

 

 ○ ポケットマニュアルに関するe-learning 

 

  ※各研修はオンデマンドで配信し年間を通して随時研修を受けられるような体

制を整備している。 

  ※年 2 回の受講が義務付けられている医療安全管理研修の受講率は 100％であ

る。 

 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
○ 各部門にリスクマネージャー80名を配置（R5.9.1現在） 

○ 部署、医療の質・安全管理部、各委員会において分析、対策立案を行 

い、実施状況を確認。院内に向けて、リスクマネージャー会議内容及び『院内

医療安全情報』を発信している。医療の質・安全管理部及び各種委員会での検

討事項を各部署にフィードバックし、日々及び定期の巡視等でその実施状況を

確認している。 

 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
 

１．病院感染対策に関する基本的な考え方 
２．感染対策委員会及び感染制御部 
３．職員研修 
４．病院感染発生の状況調査並びに病院感染発生時の対応 
５．病院感染対策マニュアル 
６．患者への情報提供と説明 
７．その他の病院感染対策の方針 

 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年12回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
 

１．感染対策のための指針の策定に関する事項 
２．感染対策の実施及び指導に関する事項 
３．問題となる感染症の発生時及び発生が疑われる場合における病院長への状況報告及び速やかな発生
原因の分析，改善策の立案及び実施並びに周知に関する事項 

４．立案した改善策の実施状況の調査及び必要に応じた当該方策の見直しに関する事項 
５．その他感染対策に関し必要な事項 

 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年2回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
 

・『アフターコロナ時代の感染対策と抗菌薬』 
・『群馬大学医学部附属病院の抗菌薬使用状況』『当院の耐性菌の推移～AMR対策アクションプ

ランを中心に～』『血液培養サーベイランス結果と問題点』『多機能診療棟の使用方法』 

 
※各研修はオンデマンドで配信し年間を通して随時研修を受けられるような体制を整備している。 

※年 2 回の受講が義務付けられている医療安全管理研修の受講率は 100％である。 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

○ 毎週感染制御部ミーティングで各部署の感染症の発生状況を確認し、感染対策及び感染症治療の

内容を検討し、問題点がある場合は現場へICT巡視及びAST巡視を通じてフィードバックしている

。 

○ 4職種で構成されたICTメンバーによる院内ラウンドを毎週行い、患者毎の感染対策の遵守状況や

環境巡視を行い改善につなげている。 

○ 医療関連感染サーベイランスは、SSI、BSI、UTI、VAEを実施し、プロセスサーベイランスでは手

指衛生向上のため、手指消毒剤の消費量や遵守率を確認している。また、結果を分析し対象部署

へフィードバックを行い改善に努めている。 

○ 抗菌薬適正使用支援として、感染症治療に関するコンサルテーション、血液培養陽性者および広
域抗菌薬使用患者のスクリーニングを毎日行っているほか、毎週ASTラウンドを行ない抗菌薬適正
使用の推進を図っている。 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る
措置 
 

 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年3回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

〇  新入職者全員を対象にした医薬品の取扱いについての講義を実施 
〇  看護部開催の新人看護師を対象にした「静脈注射研修会」の講義(注射薬(ハイリスク薬)の取 
扱い等を担当 

〇  全職員を対象とした医薬品安全管理研修を実施 
 

 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 

 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
 

〇  「医薬品の安全使用の業務手順書」に基づいた業務の実施状況について、チェックリストによ 
り毎月確認している。 

〇  医療業務安全管理委員会にて実施状況を報告している。 
 
 

 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 

 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 

 
〇  サイトメガロウイルス網膜炎に対するガンシクロビル硝子体注射の薬剤濃度変更 
〇  経口摂取困難のため保険診療基準を超えるKCLを投与した1例 
〇  ダウン症候群の退行様症状に対するアリセプトの使用 

 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

〇  処方箋の疑義照会による情報把握 
〇  病棟担当薬剤師からの情報提供 
〇  ガイドライン等で記載があるが適応の無い場合は、適応外申告書の受理による適応外使用の把 
握。 

〇  臨床倫理委員会専門委員会で承認された未承認薬や適応外の医薬品の使用状況の確認と把握。 
〇  医薬品医療機器総合機構からのメール受信(PMDAメディナビ) 
〇  製薬企業のMRからの情報収集 

 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 



 
 
 

 
 

規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係
る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年90回 
  （ME機器等） 

 
年8回 

  （放射線機器） 
 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 

〇  臨床工学部が管理している医療機器（5品目）については、装置の有効性・安全性および操作 
方法・ トラブル対応・保守点検等について受講者に対し説明している。研修会後に理解度テス 
トを行い、その場で回答を行い、理解を深めてもらうよう工夫をしている。 

〇  新規導入および現場職員からの研修依頼に対し、装置の基本的操作、特徴等について説明を実 
施している。 

 
〇  放射線治療部門（ﾘﾆｱｯｸ及びﾏｲｸﾛｾﾚｸﾄﾛﾝ）は，新規ｽﾀｯﾌに対し4回，定期研修を2回実施，重粒子
部門は，定期研修を2回実施の合計8回の研修を開催した。 

〇  研修会の対象者は，部門に配置された診療放射線技師及び看護師とし，内容は，装置の有効性
使用方法，不具合対応，法令遵守の項目について，部門主任が講師となり研修を実施した。 

 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
 

〇  人工心肺装置、補助循環装置、人工呼吸器、血液浄化装置、閉鎖式保育器、除細動装置、輸液 
ポンプ、シリンジポンプ、経腸栄養ポンプ、生体情報モニタ、下肢圧迫装置、電気メス、麻酔器 
、患者体温管理装置、手術台、内視鏡装置等について、年間点検スケジュールを策定し、それに 
沿って点検を実施している。点検内容は、外装点検、各動作点検、警報動作確認を実施。人工心 
肺、人工呼吸器、血液浄化装置、麻酔器等は、年1回メーカーに保守点検を依頼している。 

 
〇  ﾘﾆｱｯｸ，ﾏｲｸﾛｾﾚｸﾄﾛﾝ，重粒子線治療装置は保守契約を結び保守点検を実施。End of support(EOS)
となった機器については，ｽﾎﾟｯﾄ点検にて保守を実施している。 

〇  放射線部保有のｸﾗｽⅡの装置については，保守契約，ｽﾎﾟｯﾄ点検，自主点検により保守を実施し
ている。 

〇  隔月で開催されている臨床工学部運営委員会にて，保守点検計画及び保守点検の実施状況を報
告している。 

 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集そ

の他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  

〇  PMDAからの情報及びメーカーから情報収集している。医療機器等の改修案内等は臨床工学部 
  運営委員会にて医療機器安全管理責任者に報告している。 

 
〇  未承認等の医療機器を使用する際または医療機器の適応外使用する際は、担当医が先端医療 
  開発センターに申請し、同センターから臨床倫理委員会専門委員会に諮って審議し、その結果 

に基づき同センターが使用について決定した後に、先端医療開発センターから診療科等の長に 
通知するとともに病院長に報告している。臨床倫理専門委員会の医療機器安全管理責任者が委 
員となっている。 



 
 
 

 
 
 

・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 
 

・ その他の改善のための方策の主な内容： 

〇  メーカー提供の安全情報について臨床工学部運営委員会にて報告・周知を行う。 

〇  臨床工学部にて運用している機器管理システムに放射線機器の登録を実施。院内の機器の円 

滑な管理のため情報共有している。 

 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 

○ 副病院長を医療安全管理責任者に選任し、医療業務安全管理委員会において下記部門及び責任者か

ら医療安全に関する報告を行わせ、状況を確認している。 

 

医療安全管理部門    ＝医療の質・安全管理部 

医療安全管理委員会   ＝医療業務安全管理委員会 

医薬品安全管理責任者  ＝薬剤部長 

医療機器安全管理責任者 ＝臨床工学部長 

 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ 7名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 
医薬品安全管理責任者の指示により、薬剤部DIセンター担当者(DIセンター主任)が担当している。採
用医薬品について、医薬品添付文書情報の確認、医薬品医療機器総合機構からのメール受信、医薬品
製造販売業者や行政機関、学術雑誌からの情報収集を行い管理している。また情報収集した内容で周
知が必要と思われる情報については、処方医や診療科への書面の周知の他、毎月発行しているDIニュ
ースで院内職員に周知している。なお、緊急性のある場合には全職員へのメール送信も実施している
。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 
薬剤部DIセンター担当者が未承認薬等の使用に関する状況を把握している。使用に関する情報は、薬
剤師GRMや、薬剤部から委員として出席している臨床倫理委員会専門委員会等から収集している。 
ガイドライン等に記載はあるが未承認の医薬品については、手順に従って適応外使用申告書を先端医
療開発センターで受理し、医薬品安全管理責任者、医薬品安全管理副責任者で確認し把握している。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部 ，職種  薬剤師（DIセンター主任））  （所属：    ，職種       ） 
 
 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

○ 「群馬大学医学部附属病院医療行為等の説明及び同意の取得に関する規程」 

 

 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

： 



 
 
 

 
１． 医療行為等の説明に関する責任者の指定（医療の質・安全管理部長） 

２． 説明書による説明及び同意書の取得が必要な医療行為等の明示 

３． 説明内容 

４． 人権及び自己決定権の尊重 

５． 同席者 

 

○ その他、「インフォームド・コンセントに関する指針」において、看護師の同席や役割、カルテ等

への記録方法も含め、具体的に明示している。 

○ 侵襲的医療行為に関する説明同意文書については、必要な事項を網羅した書式及び形式を整えた「雛

型」を各診療科等に明示し、これを基に各診療科等で作成した説明同意文書を臨床倫理委員会専門委

員会で承認する体制を構築している。 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

○ 診療情報管理部長が診療録等の管理に関する責任者を兼任しており、そのもとで以下の業務を行

っている。 

○ 診療録の記載内容について、多職種によるピアレビューを年 2 回実施している。その結果を診

療科にフィードバックし、また評価の低い診療科には、改善計画書の提出を求めている。 

○ 診療情報管理士によるカルテレビューを，各診療科から概ね 5例ずつ抽出し行っている。年 2回

診療情報管理委員会でフィードバックしている。 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（6）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

 うち医師：専従（2）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

 うち薬剤師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

 うち看護師：専従（3）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

１．医療の質に関すること。 
２．安全管理委員会，事故防止専門委員会，事故調査専門委員会及びリスクマネージャー会議の審議事
項に係る助言並びに当該会議等の資料・議事録の作成及び保存等庶務的事項に関すること。 

３．医療事故発生時の即時対応並びに事故調査専門委員会開催の判断に関すること。 
４．事故等に関する診療録・看護記録等への正確かつ十分な記載についての確認・指導に関すること。 
５．患者・家族への説明及び事故発生時の対応状況についての確認・指導に関すること。 
６．事故等の原因究明の適切な実施についての確認・指導に関すること。 
７．インシデント及びアクシデント報告書の管理及び即時調査・分析に関すること。 
８．ゼネラルリスクマネージャーの育成に関すること。 
９．医療安全に係る連絡調整並びに医療安全対策の推進に関すること。 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 

※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 



 
 
 

 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（36件）、及び許可件数（36件） 

※同一症例は除いています。 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容：高難度新規医療技術の使用の決定、実施の支援及びモニタリングなど 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（18件）、及び許可件数（17件） 

 ※委員会に申請者が欠席し審議ができず、その後申請を取り下げたため 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容：未承認新規医薬品等の使用（保険適用外使用も含む）の決定、実施の支援及びモ

ニタリングなど 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 437件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 372件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

○ 死亡事例は全て医療の質・安全管理部に報告させ、医療業務安全管理委員会に報告するよう徹

底している。 

○ 上記に加えて死亡症例検証委員会で全死亡症例を詳細かつ効果的に検証している。 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 



 
 
 

 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：高知大学医学部附属病院  ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：金沢大学附属病院  ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

A. 診療体制の変化に伴う情報共有の在り方について 

 ・統一ルールの制定は検討予定がないとのことであったが、診療科特有の事情を考慮しつつも、最低限

の統一ルールは決めてもよいように思われる。例えば、実態把握を行うことで見えてくるものがある

のではないか。 

B. インフォームド・コンセント、医療安全に係る研修や会議について 

・e-Learning を活用した研修が行われているが、受講履歴の管理が不十分とのことであったので、病院

側も個々のスタッフも容易に確認できるシステム構築がのぞまれる。 

C. タスク・シフト/シェアについて 

 ・タスクをシフトあるいはシェアされた側の負担が増大していないか、検討する必要がある。 

D. 情報共有に関する情報セキュリティ管理について 

 ・特になし 

E. 「医師の働き方改革」に関して 

 ・今後、設置場所による「労働」「自己研鑽」との区別が必要になってくる。 

 ・必ずしも事務職員の負担軽減までには至っておらず、今後の課題であろう。 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

○ 「群馬大学医学部附属病院医療安全管理指針」（令和 5 年 11 月 28 日改訂・施行：医療安全管理委

員会）の「７）患者相談への対応に関する基本方針」に記載するとおり、医事課が主体となり、医療

の質・安全管理部、患者支援センターと連携して対応している。患者相談の一次対応の組織としては、

「群馬大学医学部附属病院患者相談窓口設置要項」（平成 31 年 2 月 4 日制定）により、患者支援セン

ター長を責任者とし、医師、看護師、事務職員及びソーシャルワーカーからなる患者相談窓口を設置。

相談内容により各部署に振り分け対応している。そのためのフローを整備しているほか、相談内容と

その対応についての検討を行うカンファレンスを原則週 1 回実施している。 

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

○ 病院の新規採用職員研修において、医療安全の基本等について、医療の質・安全管理部長による研

修を実施している。 

○ 医療安全・感染対策職員研修に加え、最近のトピックや改革関連をテーマにした安全セミナーを開

催している。また、医療事故防止ポケットマニュアルの習熟度を確認する研修を e-learning 形式で、

医療職必須の研修として実施している。 



 
 
 

 
○ 各研修は、一部を除きオンデマンドで配信し、年間を通して随時研修を受けられるような体制を整

備している。 

○ 令和 5 年 9 月 11 日から 15 日にかけて「医療安全週間」を実施し、その中で、医療事故被害者の方

を講師として講演会を実施した。また、医療安全週間中は、各部門から活動紹介のポスター展示や医

療安全に関する標語の掲示を行った。 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

○ 2023年度特定機能病院管理者研修（日本医療機能評価機構実施） 

・令和 5年 11月 20日 病院長（管理者）及び薬剤部長（医薬品安全管理責任者） 

・令和 5年 12月 15日 放射線部長（放射線安全管理責任者） 

・令和 6年 1月 26日 臨床工学部長（医療機器安全管理責任者） 

・令和 6年 2月 26日 副病院長（医療安全管理責任者） 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

日本医療機能評価機構による病院機能評価【一般病院３（主機能）、精神科病院（副機能）】 

・訪問審査受審日：令和５年 12月 13日～15日 

・認 定 期 間：令和６年１月 26日～令和７年２月 28日 

・交  付  日：令和６年７月 12日 

・初 回 認 定：平成 16 年１月 26日 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

 ホームページから日本医療機能評価機構のホームページへリンクするように設定しており、評価に

基づき改善のために講ずべき措置の内容等の評価の詳細を公表している。 

・病院機能評価認定について | 群馬大学医学部附属病院 

https://hospital.med.gunma-u.ac.jp/?page_id=10787 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

https://hospital.med.gunma-u.ac.jp/?page_id=10787


 
 
 

 

(1) 倫理的な課題の把握と対応の標準化について 

 臨床の場で発生している倫理的課題を把握し、病院としての方針や対応を継続的に検討する仕組

みを整備するため、臨床倫理委員会専門委員会の下に倫理コンサルテーションチームを設置した。 

 

(2) 返書について 

 「返書作成及び管理・運用に係る取扱いについて」を一部見直し運用を開始した。 

  

(3) デバイスサーベイランスについて 

 全部署に対しデバイスサーベイランス（BSI、UTI、VAE）を開始し、ベースラインの把握と改善へ

の取組を行い、医療関連感染の低減を目指す。 

  

(4) BLS訓練について 

 院内 BLS研修を継続的に実施するため、e-learning と実技研修により技術を担保する仕組みを構築

し、全職員が３年ごとに受講することとした。 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

 ・ 基準の主な内容 

１．医師免許を有している者 

２．医療安全確保のために必要な資質・能力を有している者  

具体的には医療安全管理業務の経験、患者安全を第一に考える姿勢及び指導力等 

３．病院の管理運営に必要な資質・能力を有している者 

具体的には、当院または当院以外の病院での組織管理経験、高度な医療を司る特定機能病院

の管理運営上必要な資質・能力等 

４．これまで推進してきた医療の質の保証や医療安全に係る改善・改革を継続するために必要な

資質・能力を有している者 

具体的には、医療安全文化の醸成・充実や患者参加型医療の推進等について、評価・効率化

・改良等も加えながら実行する姿勢と指導力等 

５．当院に求められる使命を遂行するために必要な資質・能力を有している者 

具体的には、大学の附属病院としての使命である、診療・教育・研究の充実等はもとより、

国立大学法人群馬大学の第４期中期目標に記載された医学部附属病院に関する次の目標を継

続的かつ確実に推進する姿勢と指導力等 

 

国立大学法人群馬大学第４期中期目標 抜粋 

世界の研究動向も踏まえ、最新の知見を生かし、質の高い医療を安全かつ安定的に提供す

ることにより持続可能な地域医療体制の構築に寄与するとともに、医療分野を先導し、中核

となって活躍できる医療人を養成する。 

 

①高度かつ先端的な医療を提供する特定機能病院の管理者として、患者の権利に配慮し、医療

安全を第一に考えた患者中心の質の高い医療を安定的に供給するとともに、医療安全の文化

を広く発信する。 

②我が国の公共政策を踏まえ、群馬県の中核病院として群馬県と連携し持続可能な地域医療体

制の構築に寄与する。 

③地域特性に根差し、かつ国際社会に貢献しうる医師及び医学研究者等の養成を行うととも 

に、未承認医療機器や保険未収載機器等の臨床試験を推進するなど先端的な医療分野を先導

し、地域の中核となって活躍できる医療人を養成する。 

 

６．群馬県の中核病院として、地域医療に貢献するために必要な資質・能力を有している者 

具体的には、群馬県や群馬県医師会等とも連携し、地域の中核病院として県域全体の医療に

貢献すること等について、継続的かつ確実に推進する姿勢と指導力等 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・ 公表の方法 

○大学のホームページに掲載 

    https://www.gunma-u.ac.jp/outline/out008/byouincho 

 
 

https://www.gunma-u.ac.jp/outline/out008/byouincho


 
 
 

 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

○大学のホームページに掲載 

    https://www.gunma-u.ac.jp/outline/out008/byouincho 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 

委員長 

(○を付

す) 

選定理由 特別の間係 

坂本 淳一 群馬大学・理事 〇 

（細則第１号 学長が指名する理

事） 

総務・財務の担当理事であるため。 

有・無 

調 憲 
群馬大学・大学院

医学系研究科長 
 

（細則第２号 医学系研究科長） 

群馬大学医学部附属病院長候補者

選考会議細則第３条第１項第２号

により医学系研究科長と定めてい

るため。 

有・無 

河村 恵美 
群馬大学・医学部

附属病院看護部長 
 

（細則第３号 医学部附属病院か

ら選出された教員又は職員） 

群馬大学医学部附属病院に看護師

として長年勤務し、附属病院の状況

に詳しく看護師を代表した立場で

あるため。 

有・無 

北川 雄光 
慶應義塾・常任理

事 
 

（細則第４号 学外有識者） 

慶應義塾大学病院長などを歴任し，

医学・医療について豊富な経験と高

い識見を有しているため。 

有・無 

山口 育子 

認定ＮＰＯ法人さ

さえあい医療人権

センターＣＯＭＬ

・理事長 

 

（細則第４号 学外有識者） 

厚生労働省の大学附属病院等のガ

バナンスに関する検討会の構成員

を務められるなど医療安全に対す

る高い識見を有しているため。 

有・無 

永井 良三 
自治医科大学・学

長 
 

（細則第４号 学外有識者） 

東京大学医学部附属病院長や自治

医科大学長などを歴任し，医学・医

療について豊富な経験と高い識見

を有しているため。 

有・無 

武藤 幸夫 
群馬県社会福祉事

業団・理事長 
 

（細則第４号 学外有識者） 

群馬県健康福祉部長などを歴任し，

群馬県の保健・医療・福祉全般に豊

富な知識を有しているため。 

有・無 



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための 

合議体の設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    ○有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

○ 群馬大学医学部附属病院規程において、「病院運営会議」を「管理運営に関する重要事項を

審議するため」の機関と位置づけている。 

○ 病院運営会議の審議事項は、「群馬大学医学部附属病院運営会議規程」に規定され、病院の

医療提供機能、教育研修機能及び研究開発機能を達するための基本的計画に関する重要事項に

ついて審議するほか、次の各号に掲げる事項について審議する。 

(1) 運営方針に関すること。 

(2) 中期目標・中期計画及び年度計画に関すること。 

(3) 予算及び決算に関すること。 

(4) 人員配置に関すること（事務職員を除く。）。 

(5) 施設の設置及び廃止に関すること。 

(6) その他病院の管理運営に関する重要事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

○ 円滑な病院運営に資するため、診療科長や部門長等で組織する「臨床主任会議」において、

病院運営会議の審議及び報告事項を周知している。また、病院の管理運営について必要な意見

を聴くため、各診療科等から選出された中堅層の職位で組織する「病院連絡会議」において、

同様に周知するとともに、各診療科等においては、内容をカンファレンス等で広くスタッフに

周知している。 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ） 

 

・公表の方法 

○ 本学ホームページ（病院）において掲載 

https://hospital.med.gunma-u.ac.jp/?page_id=10799 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ ○有・無 ） 

○ 病院運営会議に外部有識者として参画している群馬県病院協会長等から、その都度意見聴取

を行い、俯瞰的視点からの意見等を管理及び運営に活かしている。 
 

合議体の委員名簿 

氏名 
委員長 

（○を付す） 
職種 役職 

齋 藤  繁 ○ 医師 病院長 

調  憲  医師 副病院長（医療安全担当） 

河村  恵美  看護師 副病院長（看護・療養環境担当） 

福田  正人  医師 特命副病院長（病院機能評価担当） 

鈴木  和浩  医師 特命副病院長（地域連携・病床運用担当） 

大嶋  清宏  医師 病院長補佐（保険診療・防災担当） 

https://hospital.med.gunma-u.ac.jp/?page_id=10799


 
 
 

 
対馬  義人  医師 病院長補佐（院内環境・労務担当） 

池田  佳生  医師 病院長補佐（広報・卒後研修・教育担当） 

佐伯  浩司  医師 病院長補佐（医療機器安全管理担当） 

西  博 文  事務職員 病院長補佐（施設担当） 

高 橋  明  事務職員 病院長補佐（財務・管理担当） 

横 尾  聡  歯科医師 特命病院長補佐（歯科医療） 

山本 康次郎  薬剤師 特命病院長補佐（薬事） 

川田  耕二  事務職員 特命病院長補佐（渉外） 

長谷川  誠  技術職員 リハビリテーション部副部長 

田島  行雄  技術職員 臨床工学部副部長 

西松  輝高  病院顧問 群馬県病院協会長 

田村  遵一  病院顧問 群馬パース大学教授 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 

  ・管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ） 

 
 ・公表の方法 

○ 本学ホームページ（病院）において掲載 

https://hospital.med.gunma-u.ac.jp/?page_id=10799 
 
 
 ・規程の主な内容 

○ 病院の目的、病院長の業務、病院長を補佐する各幹部職員の業務、病院運営会議ら各種会議 

  体の役割、病院に設置される診療科・診療施設等 
 

 ・管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

○ 副病院長･･･病院長の職務を補佐し、病院長不在の時はその職務を代行する。医療安全管理責

任者としての役割も負う。 

○ 病院長補佐･･･病院長が指示する管理運営等に関する個別具体的事項について、企画・立案及 

び連絡調整等を行う。 

○ 病院顧問･･･病院の診療及び経営に関する諸課題や重要事項について、助言を行う。 

 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

○ 2023年度特定機能病院管理者研修（日本医療機能評価機構実施） 

令和5年11月20日 病院長（管理者） 
 
 

 
 
  

https://hospital.med.gunma-u.ac.jp/?page_id=10799


 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する 

監査委員会に関する状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2回 ※令和 5年度実績 

・活動の主な内容： 

○ ＜令和５年度第１回病院監査委員会 令和５年１０月１２日＞ 

（議事内容） 

１  副委員長の指名について 

２ 医療安全に係る業務の状況について 

（１）医療業務安全管理委員会 

（２）医療安全管理部門 

（３）各責任者等 

３ 院内視察 

 

○ ＜令和５年度第２回病院監査委員会 令和６年３月２９日＞※Web 会議形式で開催 

（議事内容） 

１  病院機能評価の受審について 

２ 医療安全に係る業務の状況について 

（１）画像診断・病理診断報告書の未読状況 

（２）高難度新規医療技術・未承認新規医薬品 

（３）医療監視の状況 

３ カルテ共有の外来への拡大について 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

 ○ 本学ホームページにおいて掲載 

https://www.gunma-u.ac.jp/outline/out008/g25693 

 

https://www.gunma-u.ac.jp/outline/out008/g25693


 
 
 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 
委員長 

（○を付す） 
選定理由 利害関係 

委員の要件 

該当状況 

天野 慎介 

全国がん患者団

体連合会 理事

長 

一般社団法人グ

ループ・ネクサ

ス・ジャパン 

理事長 

 患者団体の代表とし

て多くの経験及び医

療の在り方に対して

の高い識見を有し、主

に医療を受ける者の

立場から意見を述べ

ることができる者 

有・○無  ２ 

神谷 惠子 
神谷法律事務所 

弁護士 

 弁護士活動を通じた

医療安全等の分野で

高い識見を有し、また

本院の医療事故調査

委員会の外部委員の

経験から意見を述べ

ることができる者 

有・○無  １ 

川原 武男 

社会福祉法人 

群馬県社会福祉

協議会  会長 

 県域の健康福祉行政

に豊富な経験を有す

る立場及び医療を受

ける立場から意見を

述べることができる

者 

有・○無  ２ 

児玉 安司 

新星総合法律事

務所 

弁護士／医師 

 

 

 

○ 

  医師、弁護士として

医療安全、医療事故等

の分野で高い識見を

有する立場から意見

を述べることができ

る者 

有・○無  １ 

相馬 孝博 

国立大学法人千

葉大学 

医学部附属病院

医療安全管理部 

部長 

   医師及び医療安全

管部門の長として医

療安全の分野で高い

見識を有する立場か

ら意見を述べること

ができる者 

有・○無  １ 

中屋 光雄 
群馬県医師会 

監事 

 県域の医療・社会福祉

に豊富な経験と知見

を有し、医学教育に対

しても高い識見を有

する立場から意見を

述べることができる

者 

有・○無  １ 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が 
法令に適合することを確保するための体制の整備に係る措置 

 
 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 
 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 

○ 病院長が行う病院運営が法令に適合することを確保するため，監査室（大学本部）が学長
の命により行う内部監査で，法令の遵守状況を踏まえた病院運営の取組みに対する有効性を
検証し，適時に見直しを行う。 

○ 監査室長（兼法務・コンプライアンス室長）及び室員が，病院運営会議の議事録及び資料
の確認を行う。 

 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 
 ・ 公表の方法 

○ 本学ホームページにおいて掲載 
https://www.gunma-u.ac.jp/kisoku/ 
https://hospital.med.gunma-u.ac.jp/?page_id=10799 

 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による 

業務の監督に係る体制の整備に係る措置 

 
 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

○ 病院監査の視点から，監査室長（兼法務・コンプライアンス室長）が病院長巡視及び医療業務
安全管理委員会に毎回出席し，医療現場の視察，スタッフからの生の意見の聞き取り及び医療事
故と再発防止策の確認並びに医療安全の確認等を実施している。 

 
 ・ 会議体の実施状況（ 年28回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年11回 ）※令和5年度実績 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
   ○ 「国立大学法人役員会規則」 
     「国立大学法人理事に関する申合せ」 
 
 ・ 公表の方法 

○ 本学ホームページにおいて掲載 
   https://www.gunma-u.ac.jp/kisoku/ 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 
委員長 

（○を付す） 
利害関係 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  

https://www.gunma-u.ac.jp/kisoku/


 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に 

疑義が生じた場合等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ ○有・無 ） 

○ 職員用のご意見箱や多様な内部通報方法を構築している。 

 

・通報件数（年 0件） 

○ 令和 5年度実績（職員用のご意見箱から 0件） 

 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための

方策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ ○有・無 ） 

○ 学外の弁護士が対応する医療安全に関する外部相談（通報）窓口を設置している。 

「国立大学法人群馬大学公益通報者保護等規程」に、秘密の保持に配慮した通報の授受等必要

な事項を定めている。 

また、「群馬大学医学部附属病院職場改善のためのご意見等に関する申合せ」を定め、職場  

改善のための意見を授受する専用の窓口を設けている。 

 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ ○有・無 ） 

・周知の方法 

 ○ 病院運営会議、臨床主任会議等で周知した。さらに、内部通報ホットラインについては、名刺

サイズの周知のためのカードを作成し、全教職員に配布している。 

 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

 

 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

各種がんの治療方針等について，診療科等の枠を超えた多職種で検討するキャンサーボード体

制を整備。 

キャンサーボード指針に従い，担当する診療科のみならず，関連する診療科の医師，薬剤師，

看護師等の職種が参加する。 

 

 

 

 

 


